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　雨の降るどこかの街で、とある少年が語る。





　──如月きさらぎ駅。




　それは、現代のお伽とぎ話ばなし。

　インターネットでは有名なお話ですよね。

　ふと目が覚めると、如月駅に迷い込んでしまうというらしいのですが、はてさて……。

　それでは、如月駅に迷い込んでから無事に帰って来た人は、どうなるのでしょうか？

　そのまま平穏無事な生活を送れる？




　答えはノーです。




　如月駅に一度迷い込んでしまった人の世界は、その後、99％のリアルと１％のフィクションで構成された世界へと入れ替わってしまいます。




　え？　なぜ知っているのかって？

　そんな事はどうでもいいじゃないですか。




　それよりも、如月きさらぎ駅にはどうやったら辿たどり着つけるのか、そんな夢のある話をしましょう。




　如月駅は、インターネット上にある一つの特異点だとも言われています。

　アクセスする方法は実にたくさん、不特定多数のポイントからアクセスが可能なんです。




　例えば、Twitterや動画サイト、他にも例えば一つの特設サイトからもアクセスすることが可能だそうですよ。

　だから如月駅の話はインターネットに残されている。

　特異点そのものは見つからなくても、アクセスログはアーカイブされているんです。




　今回はアーカイブされたものの中から、七つの話を紹介することにしましょう。




　嘘うそつきなリピカが拾った、少しだけ変わったお話。

　その街では、ずいぶんと長い間、雨が降り続いていました。

　だからこれは、雨宿りした七人のお話でもあります。







　──そう、それは、世界が寿命を迎える、七日前のこと……。













　０日目

『一週間後、世界が滅亡を迎えます』




　冷たくそう言い放ったディスプレイ。

　こんな世界、滅んでしまえばいいのに。

　その時はまだ、そう思っていた。




　終末思想なんてファッションみたいなモノで、本気では信じていなかったと思う。




　──これから話すのは、世界滅亡の最初の七日間のお話。




　雨の降り続ける街で、雨宿りのように呟つぶやかれるだけの、独り言。





　　　＊






　１日目

『光が失われました。一部の地域では永遠に復旧の見込みがございません』




　それは、発電所の同時多発的な事故だったそうだ。

　詳細はよくわかっていないが、一部の地域では電力の供給すら出来なくなったそうだ。

　僕の住んでいる地域でも、数時間に渡る停電が起こった。

　日中だったが、厚く覆おおった雨雲のせいで、日光は届かず、世界は闇やみに包まれてしまった。

　信号機なども機能しなくなり、様々なところで事故が起きたそうだ。

　街のいたるところでクラクションと怒ど号ごうが鳴り響く。




　電気よりも光よりも、情報が全すべて遮断された状態は、なによりも恐怖に感じた。

　ラジオをつけても、局自体が機能していないのか、ただ雨音のようなノイズを発したまま、しばらくの間は何が起こったのか、誰にも分からなかった。





　　　＊






　２日目

『空が失われました。この黒煙はしばらくの間晴れることはないでしょう』




　昨日きのうの事故の影響だろうか。

　空には黒煙が覆おおい、雨雲と相まってわずかな光さえ通さなくなっていた。

　嘘うそみたいに真っ暗な空と、空間。

　昼間でも何か明かりがなければ、真っ黒に塗りつぶしたみたいな暗さになってしまう。

　ただの黒ではない、いろいろな色を混ぜこぜにした結果、真っ黒に塗りつぶされてしまったかのような、質量のある、黒。

　そして明かりすら暗くら闇やみに飲み込まれ、少し手前までしか照らすことが出来ない。歩く時ですら、身体からだ全身に重りを付けられているように感じた。

　あらゆるところで事故がおきた。事件も起きた。

　都市の機能は圧倒的に失われた。




　そして、このころには、世界滅亡は本当であると、そう信じる声が、ちらほらと上がり始めていた。





　　　＊






　３日目

『大地と海が失われました。多くの植物も、長くはもたないことでしょう』




　黒煙のフィルターを通してなおも降り注ぐ雨。

　その雨から、毒性が検出されたという噂うわさが流れ始めた。

　たしかに、植物が次第に枯れていっているようだ。

　降ふり止やまない雨は、濁流になり、海にも流れ込んでいる。

　地面、海、植物。いろいろなものへの悪影響が懸け念ねんされた。

　人々は大きめの傘を用意した。そして、飲み水ですら身体に悪いのではないかという心配がされたが、真っ暗闇の中、それを確認する事すら出来ず、心配だけが増幅していった。





　　　＊






　４日目

『久しぶりの空でしたが、残念ながら、本日、太陽と月がなくなりました』




　黒煙が先に晴れたのだろうか？

　久しぶりに雲の隙すき間まから、空が見えた。

　雨はまだ降り注いでいたが、それを人々は希望の光だと感じていた。

　しかし、突然だった。久しぶりに見た太陽の端が、見る見る欠けていったのだ。

　こんな時期に日食？

　詳しい話は分からなかったが、それは、壊れた衛星がちょうど太陽との間に入ったからだそうだ。どうやら、月も同じような理由で月食しているらしい。

　輪郭だけになった太陽は、世界を真まっ赤かに染める。

　かつて、日食は災厄の象徴と言われていたそうだが、その気持ちもよくわかる。

　赤黒い空は、ただただ不吉だった。

　そして、世界滅亡論は、いよいよ本当のことなのだと叫ばれ始めた。

　ただ願う者、祈る者。そして、泣き叫ぶ者。

　たとえそれに意味が無くとも、そうすることに意味があるのだと、そういう絵に描いたような悲ひ愴そう感かんが奇跡を起こすのだと思う。





　　　＊






　５日目

『船と飛行機のどちらも使用出来なくなりました。以降国民の移動は著しく制限されます』




　理由は不明だが、飛行機と船が使用出来なくなったらしい。

　本当の映像かは分からないが、一部では、飛行機が次々と墜落する映像まで飛び交っているという。

　自国からの脱出を計るハイジャック犯が誤って墜落したという話や、他国が侵入を防ぐために撃ち落としている、などという噂うわさまで様々な憶測を呼んだ。

　中には、見た事も無い電磁波の影響だという話まであった。

　移動の制限は空と海だけに留とどまらなかった。

　あらゆるところでバリケードが作られ、検問を通過しないといけなくなっていた。

　それはまるで、死刑宣告を待つ、死刑囚のような気分だった。





　　　＊






　６日目

『家畜・農植物の全すべてを大量処分することになりました。輸入の目め処どもたっていません』




　雨はやはり、毒を持っていたそうだ。

　まず家畜の間に蔓まん延えんした疫えき病びようは、このままでは被害を拡大しかねないと、大量殺処分が決定されたという。

　そして、農植物についても同様。

　しかし、政府は、食料危機に対しても、なにも対策が取れない状態だという。

　事実上、人類は、生きる術すべを失った。

　ただ、僕らには、何も知る権利もない。

　すべてが憶測に過ぎなかったし、何か正しい情報なのかも理解出来ていなかった。

　あるのは絶望的な現実だけ。目の前の暗くら闇やみは、恐怖の象徴にすら思えた。




　明日はいよいよ、最初に告げられた、世界の寿命の最後の一日。

　その日、僕らはきっと。













【警告】イグジスタンス.exeがインストールされています。

［[image: ][image: ]　　　　　　　　］20%　日常のアンインストール中…　残り時間　134.4時間

　インストール先　雨宿り街.exe





『面倒くさがりやの青年は

　ただ人生を怠惰に過ごしたかった

　そして、それは──』





『猫の手も借りたい』




　そんな言葉がありますよね。

　非常に忙しい時には、ネズミ取りくらいしか役に立たない猫の手であっても、ないよりはマシだ。そんな意味の言葉です。

　でも、実際のところ、猫にお手伝いしましょうか？　なんて言われたところで、どうしようもありません。

　一番いいのは、自分のことを良く知っている、自分が二人になることです。

　アナタも一度は考えたことがありますよね？

　自分がもう一人いたらいいのに……って。




　これから見ていただくのは、そんな誰もが望む「もう一人の自分」を手に入れた、ある青年の物語です。

　場面は、彼が如月きさらぎ駅に迷い込んだところから始まります。




　──そう、それはちょうど、世界の終わりの始まりの、予兆がある頃。





　　　＊






　●●●●@×××××××　５秒

　あれ？ここどこ？

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　6:66 6666年６月６日　詳細




　目が覚めると、駅に居た。

　さっきまで、電車に乗っていたはずだった。

　うとうとと頭を揺らし、少しの間眠ってしまったのだ。

　それが、ほんの一瞬のことだったか、それとも数分だったのかは分からない。

　しかし、目が覚めると、見た事もないような駅に居た。

　先ほどまでは昼過ぎだったと思うのだが、音も無いその駅は、暮れの赤に染まっていた。




　●●●●@×××××××　３秒

　今なんじ？いつのまに夕方になったの？

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　6:66 6666年６月６日　詳細




　□□□□@▲▲▲▲▲　５秒

　@●●●●　なにいってんの？

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　2:18 20XX年１月25日　詳細




　友人からリプライが届く。




　□□□□@▲▲▲▲▲　４秒

　@●●●●　外暗いけど昼間だからｗ

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　2:20 20XX年１月25日　詳細




「……え？」

　慌てて周りを見回す。

　奇妙な程に静まり返った無人駅。

　やはり空は暗く、どう考えても夕方だった。

　奇妙な現実、そして、自分以外全すべての人間が居なくなってしまったのかという程の静寂。




　□□□□@▲▲▲▲▲　１分

　@●●●●　ていうか、なんか投稿日時おかしくない？時空歪ゆがんでんの？

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　2:25 20XX年１月25日　詳細




「……？」

　携帯から目を離し、改めて周りに目を配る。

　すると、反対側のホーム、少し離れたところに、雨でも無いのに傘をさして座る、一人の少年の姿が目に入った。少年はゆっくりとタバコを燻くゆらせている。




「……あ……」




　この奇妙な状況に、心の奥底で焦っていたのはあると思う。

　でも、それだけでは説明することが出来ない。

　少年がどこかに行ってしまう前に事情を聞こうと、思い切って線路に降りた瞬間。

　一体何な故ぜ気が付かなかったのだろう？

　音も無く駅に滑り込んでくる電車のライトが

　視界の全てを奪った。




　フェードアウトする意識の中で、聞こえるはずもない声が聞こえた。

「──ああ、あなたも迷い込んでしまったんですね」

　と。





　　　＊






「自分がもう一人いればなあ」




　夕暮れ時。

　電車は定期的なリズムで乗客を揺らしていた。

　社会人の帰宅時間にはまだ少し早く、車内は適度に空すいている。

　夏が終わり、暦的にはしばらく前に立秋を過ぎた頃。

　しかし車内は、季節外れの連日の雨のせいで実に不快な空気で淀よどんでいた。

　ひとりごちた青年は、気け怠だるそうに椅い子すに座り、目を瞑つぶった。




　青年は思う。

　もう一人自分がいれば、人生はきっと楽になるのに、と。

　例えば学校の課題や、アルバイトなんかをもう一人にさせる。

　その間は自分は遊んでいられるのだ、それはなんとも素敵な妄想だった。




　今け朝さ見た奇妙な夢のことなどすっかりと忘れ、普段通りの一日を過ごした彼は、面倒な日常に辟へき易えきし、そんな夢想をしながら帰路についていた。




　そんな夢みたいなこと、叶かないっこない。

　そんなつもりで考えていたのだが、予想に反してその願いは叶えられる事となった。





　　　＊






　自宅へと帰ると、もう一人の自分が居た。




「やあ、本物の自分」

「……え？」




　見た目も声も、何もかもが一緒。

　そんな男が自分の家のリビングで寛くつろいでいたのだ。

「ああ、ごめんごめん、合あい鍵かぎを勝手に使わせてもらったよ。といっても、自分の家だし、問題ないよね？」

「そういうことじゃなくて……」

「ん？」

「君は、一体何者なんだ？」

　目の前の彼は、いつも鏡で見るのと同じ顔をして、こう言った。




「僕は君で、君は僕だ」




「……」

　無言で黙っていると、彼はそのまま続けて言い聞かせる。

「君が願ったことじゃないか」

　確かに、そんな夢想をした。

　でもそんなこと起こりっこない。

「とはいえ、現実に今起こっていることだよ」

「それはそうなんだけど」

「どういった科学的な理屈で僕が存在しているのかは僕にも分からないよ」

「そうなのか」

「うん、ただ、僕は君の願いによって産まれたということと、君がこれまでに獲得してきた全すべての知識を共有しているということだけは理解していた。ただその状態で家の前に居た。目が覚めたのはそこからだよ」

「まるでコピーみたいな？」

「そう、まさに」

「……」

　そんなの、まるで、子供の……。

「まるで、子供の頃見たマンガみたい？」

「！」

「やっぱり思考傾向も似てくるんだね」

　信じられないが、信じることしか出来ないと思った。

　圧倒的な存在感が、現実だと体感的に伝えているのだった。




「僕はね、感謝しているんだ。君が願ってくれたから、僕が産まれた。本来は君と同じく、面倒くさがり屋だけどさ、その面倒くさいことを全て僕に任せてくれればいいよ」




　もう一人の自分と名乗る彼が、こちらに向かって手を差し伸べる。

　これからよろしく、というような意のこもった握手であることは明確だ。

　僕は笑え顔がおのような、恐怖で引きつったような表情でその手を握り返す。

　その時は半信半疑ではあったが、せっかくなら、十分に利用させてもらおうと、そう思っていたのだった。





　　　＊






「おはよう」

　朝。もしかしたら夢だったのかという思いは、たったの四文字の言葉で打ち消されることとなった。

　部へ屋やの中には自分と同じ姿形の人間が寛くつろいでいる。

「君も、コーヒー飲むよね？」

「あ、ああ……」

　一人暮らしにしては少しだけ広めのリビングには、ガラス板のローテーブルと大きめのソファがあった。

　テーブルの上に、奮発して買ったコーヒーメーカーで淹いれたコーヒーが運ばれてきた。

「砂糖一つにミルクが二つでいいよね？」

　それは、いつもの僕の飲み方だった。

　しかも、友人などは知らないはずの、子供っぽく見られるのが嫌で、家でしかしない飲み方だ。




「……ああ」




　確かに何が起きているのか分からないが、実際に疑いようのない現実がそこにはあった。

　もう一人の自分がいる。

　外見はこうしてまじまじと見ると、まるで鏡を見ているような、そんな気持ちになる程似ているし、彼は僕と同一の記憶や趣味嗜好を共有しているようだった。




　さらに、彼は「自分がもう一人である」と自覚している。




　気が付いたら自分は「世界」に居て、そして、不思議なことに、「産まれてからずっと」の記憶も持っていたそうだ。

　まるで「世界五分前仮説」のよう。

　自分は確かに産まれてからずっとの記憶を持っているが、しかしその記憶を持ったままの自分が、五分前に創造されたということを否定出来ない。

　とにもかくにも、自分はコピーである、そういう感覚だけはあったという。

「神様の思考実験か何かなのかな？　僕達たちはきっと二人で一つでさ、合わせ鏡みたいなものなんだよ」




　二人で一つ。

　確かにそうだ。

　神様なんか信じたことも、祈ったこともないけれど、奇跡だか僥ぎよう倖こうだか傍はた迷めい惑わくなババ抜きに、今回は僕が当選したんだ。きっと。




「とにかく、昨日きのう言った通りでさ、僕は君に感謝している。だから、好きに扱ってくれていいよ。君に出来る程度の事は、きっと僕にも出来るはずだから」




　独りで話す二人言は、自じ嘲ちよう気味。

　予報通りの雨は、今け朝さも窓を叩たたいていた。





　　　＊






　その日から、生活は一変した。

　僕は、手始めにもう一人の「ボク」と一日交代で過ごす事にした。




　学校が終わった後、なにげなく友人に「今日きようの僕、変わったところはあったかな？」とメッセージを送ったが、「え？　どうゆうこと？　特に変じゃなかったけど？」と返って来たので、慌てて「実は体調悪かったんだ」と誤ご摩ま化かしておいた。

　バイトもそうで、特になにか問題が起こったりする事はなかったようだ。

「ボク」も特に文句は無いらしく、帰ってくると、こういうことがあった、ああいうことがあったなどと報告してくれるのだった。

　全すべてを僕と同じようにこなしてくれる。

「ボク」が生活している日には、一日中家でゲームをしたり、ダラダラと自堕落な生活を送っていた。

　次第に、僕は面倒なことはほとんど「ボク」に任せるようになっていった。




　宿題をやっといてくれるかな？

　分かったよ。

　やっておいたよ。




　バイトに行っておいてくれるかな？

　分かったよ。

　行ってきたよ。




　授業に出ておいてくれるかな？

　分かったよ。

　出ておいたよ。




　バイトや宿題、面倒な先輩とのやりとり、人間関係を保つためだけの飲み。

　一日交代ではなく、なにもかも、嫌なことは全部押し付けて自堕落な生活を送る。

「ボク」はそれでも特に文句も言わずに、普段通り生活を送る。

　考えてみれば、今まではこれを一人でやっていたわけだし……なんて言い訳をしつつ、どこかズルをしているような、後ろめたい気持ちを抱えていた。




　しかし一度怠惰を貪むさぼると、人間はもうダメだった。




　なにもかもが面倒になり、ついには自分ではほとんどのことをしなくなってしまった。

　最後まで残っていた唯一の「仕事」とでも言うべき、意中の彼女とのやりとりについても、些さ細さいなことで面倒くさく感じてしまって、「ボク」に全すべてを任せてしまった。





　　　＊






『──ただ人生を怠惰に過ごしたかった』




　だからこそ、神様からの予期しなかったプレゼントはまさに過食的幸福。

　有頂天で遊あそび呆ほうける僕は、しかし次第に一つの不安を感じるようになった。




　それは、ある日届いた一通のメール。




『さっきまでバイト先にいなかったか？』




　バイト先の先輩が、先にシフトをあがったのに、駅のゲームセンターにいる「僕」を見つけたというのだ。それは紛まぎれもなく「僕」自身だったのだが、先輩に気が付くとすぐにそそくさと逃げたため、「人違い」としてなんとか誤ご摩ま化かすことが出来た。

　それでも、後から聞いた話では、バイト先の先輩は面白がって、「ニセモノでもいるんじゃないか？」などとバイト先で吹ふい聴ちようしていたそうだ。

　危機感を感じた「僕」は、それから先、極力「ボク」が活動している時は、外出を控えるようになった。

　怠惰な生活が、自由を失った途端に、窮屈に感じる。

　部へ屋やの中で引きこもる内に、これまで思いもしなかった不安感に煽あおられる。




　もし、「ボク」の存在がバレたらどうなるのだろうか？




　友人は、バイト先の仲間は、皆は怒るだろうか？

　信頼を無くしてしまうだろうか？

　そもそも、こんな神様の気まぐれ、本当になんのペナルティもないのだろうか？

　僕はＰＣを立ち上げ、自分、そっくり、分身などと調べてみる。

　そして表示された画面を眺めていると、ふと、窓の外から人の声が聞こえた気がした。




「帰ってきたのか……？」




　慌ててＰＣの履歴を消し、カーテンの隙すき間まから窓の外を見る。

　そこで、「ボク」と、僕の意中の彼女が、キスをしていた。







「ただいま」

「……」

「どうしたのかな？」

「どうしたじゃないよ」

「もしかして、さっきのを見てたの？」

　彼は、僕の考えていることなんてお見通しと言わんばかりに微笑ほほえんでいた。

「怒るなんておかしいよ。僕は君で、君は僕だ」

「でも！」

「君が望んだことじゃないか、努力のかいあって、ついに彼女のことをものにできたんだ。感謝こそすれ、怒られる筋合いなんて、ないはずだけどな？」




　その瞬間、ある疑問が浮かんできた。

　彼は「僕」をこのまま乗っ取ろうとしているのではないか？

　今「僕」が死んだって、誰も困る人がいない。

　飽食な怠惰の代償は、人間的価値の放棄に他ならないのではないか？

　このままではいけないと、初めて理解した僕は、内心焦っていた。




「明日から、『僕』が外に出る」

「……構わないけど？」




　そして、彼にそう宣言する。

　心無しか、そう告げられた彼の口元にはうっすらと笑みが浮かんでいるように見えた。





　　　＊






　久しぶりの、日常。

　いつもと変わらない一日になるはずだった。

　ずっと過ごしてきた日常が、ほんの少しの期間で変化するはずがないと、そう、思っていた。

　だけど、少しだけ不思議な空気。

　雨はしとしとと降り続けており、傘にあたる雫しずくの音が、不快なノイズのように響く。

　視界も悪く、まるでモノクロフィルムの中の世界に紛まぎれ込んでしまったように感じる。




　学校に着くと、さっそく友人と出会った。

「ああ！　久し……！　あ、えっと……」

「どうかした？」

「いや、なんでもないよ」

「そうか、そういえば昨日きのう言っていた件なんだけどさ……」

「え？」




　久しぶりに会う友人に、思わず反応しそうになってしまったが、彼からするといつも通りなのだと再認識し、会話を合わせようとする。

　しかし、自分がずっと怠惰な生活を送っていたからか、それとも、「ボク」との見えざる違いなのか、自分でも会話にぎこちなさを感じる。

　これじゃまるで、自分の方が……。

　苛いら立だちを感じながら会話をしていると、機嫌が悪いと思ったのか、友人がもういいよというように、会話を切り上げていった。

　たぶん、また、ニセモノなのではと思われてしまっただろう。




　その後、「ボク」の努力によって恋人になった彼女と会っても、さらに苛立ちを募らせるのだった。

　何を話していたのか、どうやって恋人になったのかも分からない。

　分からないことだらけだ。

　彼女は最初は体調が悪いの？　と心配してくれていたが、結局のところまた不機嫌になり、どこかへと去ってしまった。




　苛立ちがおさまらない。

　この世界とズレてしまった感覚。




『僕の方が本物なのに……！』




　結局その日は学校で授業にも出ず、バイトの予定もあるのに、ずっと公園で一人時間を潰つぶしていた。




　焦りは次第に次第に大きくなり、思考を、感情を塗りつぶしていく。




　僕は、「ボク」に……。




　神様がくれたのは、とんでもないトロイの木馬だ。

　まったく、同じに、再構成された人間が、同一人物と呼べるのか。

　それはやはり否いな。

「僕」と「ボク」は別人だ。




　このままではきっと僕の存在価値は消えてなくなってしまう！




　そうなる前に……！





　　　＊






「ただいま」

　僕はひとつの決心をしていた。

「おかえり」

　このままでは乗っ取られると考えたからだ。

　それに、最初からあり得なかったものが、現実にあるだけだと考えると、その決心をするのに躊躇ためらいが無くなった。




「ボク」は、いいつけ通り、家の中で静かにしていたようだ。

　リビングのソファに腰掛ける「ボク」が、何食わぬ顔で話し掛けてくる。

「久しぶりの外はどうだった？　コーヒーでも淹いれようか？」

「……いや、いいよ」

「……？　どうし……！」




「僕」の不安が「ボク」を突き刺した。

　帰かえり際ぎわに買ってきた、安物の包丁に宿って。

　──バタン！

　倒れてしまった「ボク」に、覆おおい被かぶさるように倒れ込み、顔に上着をかぶせる。

　そのまま、何度も、何度も──。




「ボク」は、予想していたよりもずっと静かに居なくなった。

　表情は上着のせいで見えなかったが、特に声も荒らげることなく、あっさりと。




　自らの手で、人を殺してしまった。

　最初で、おそらく最後になるであろうその行いは、しかしながら意外にもあっさりとしており、そのせいか、心もやけに穏やかだった。




　いや、それどころか、晴れやかだったと言ってもいいだろう。




　これによって僕は一人になった。

　僕はまた独りになれた。




「あは……あはははは……」




　血まみれの包丁を持ったまま、溢あふれてくる笑い声を抑えることが出来ずに、口元を覆おおう。

　明日からはこれで何事もない、平穏な日常に戻れる、そう思っていた瞬間だった。




「！」




　突如として、腹部に鈍痛が走り、「ボク」の上に重なるように倒れてしまう。

　一体何が起こったのだろう？

　腹部に手をやると、手に真まっ赤かな血が付着した。

　これが、「ボク」のものなのか「僕」のものなのかも理解出来ない。




　しかし、間をおいて、何度も何度も腹部に鈍痛が走る。

「……あっ！　が、あ、ああ……！」

　あまりの痛みと、唐突な出来事に、理解も出来ず、声も出す事が出来ない。

　僕は、そのまま、眼前に溢あふれる真まっ赤かな海を眺めていた。

　そして、次第に痛みすら感じなくなり、視界がボヤけていくのを感じる。




　薄れ行く意識の中

　最初に出会った時のことを思い出していた。

　二人で一つ、合わせ鏡。







「僕は君で、君は僕だ」




　そんな在り来たりな言葉を。




　ただ怠惰に人生を過ごしたかった。

　そんな、自分の願いが叶かなったことに、「ぼく」は笑え顔がおで喜んでいた。

　これからは、時間を気にすることなく、ずっと、眠っていられる……。





　CASE 1：怠惰な青年／レイト

　条件：もう一人の自分

　結果：BLANK

　実験を継続（Y/N）













【警告】心臓コネクト.exeがインストールされています。

［[image: ][image: ][image: ][image: ]　　　　　 ］40%　日常のアンインストール中…　残り時間　100.8時間

　インストール先　雨宿り街.exe





『屁へ理り屈くつ好きな少年は

　人生に辟へき易えきしていました

　そして、それは──』





　コンピューターゲーム。

　僕は、あまりそういったものをしたことがないのですが、今の時代では、誰もがそういったものに触れる機会がありますよね。




　もし、自分がゲームの世界の中の住人だったら。

　アナタの職業はなんだと思いますか？

　勇者？　魔法使い？　もしかしたら、魔王とか？




　まあ何にしても、ゲームの良いところは、自分がまるで別人になったかのように楽しめるところだそうですね。




　これから見ていただくお話は、そんな「誰か別人になれる」「人と入れ替われる」能力を手にした少年の物語です。

　人生に辟易していた少年は、果たしてその能力をどう使用するのでしょうか？

　とにかく、ゲームは適度にやった方がいいようですよ。

　そうじゃないと……。





　　　＊






●●●●：とりあえずエリアクリアってことで

■■■■：乙！

▲▲▲▲：おつー

●●●●：今日きようのとこはこれくらいかね

■■■■：そうだね

●●●●：ま、楽勝でしたな

▲▲▲▲：さっすがｗ

■■■■：みんなもう寝るん？

●●●●：ん？もう少ししたら？

▲▲▲▲：おｋ

■■■■：そういえばさ、最近増えてるらしいよ？

●●●●：何が？

■■■■：ネット上で、如月きさらぎ駅行ったって人

▲▲▲▲：えー、嘘うそくさい。ネタでしょ？

■■■■：わからんけどね

●●●●：でも、あれってなんかいまいちな話だよね

■■■■：まあねー

●●●●：行って帰ってくるだけだもんね

■■■■：そうそう

▲▲▲▲：んー

■■■■：ん？

●●●●：どしたの？

▲▲▲▲：いやなんか、本当にそうなのかなって

■■■■：どゆこと？

▲▲▲▲：いや、要はさ、行って帰ってきたとこまでは話題になるけどさ

■■■■：ああ

▲▲▲▲：その後どうなったかとか、わかんないでしょ

■■■■：まあねー

▲▲▲▲：なんか変なこと言ってごめ。そろそろ落ちるわ

■■■■：わかったーまたー

▲▲▲▲：またー





　　［▲▲▲▲が退出しました］






■■■■：こっちもそろそろ落ちるわ

●●●●：あ、うん

■■■■：どした？

●●●●：いや、なんでも

■■■■：そか、じゃあおやすみー

●●●●：おやすみー





　　［■■■■が退出しました］

　　［●●●●が退出しました］







　　　──会話を終了しました。






　ヘッドフォンを外し、軽く伸びをする。

　非現実から現実へ。

　僕の世界のプログラムコードが書き替わっていく。




　如月きさらぎ駅が、行って帰ってくるだけでなく、その後の世界そのものを変えてしまうものであるなら……。

　いっその事、迷い込みたいと、そう思いながら、ベッドへと転がり込む。

　目が醒さめたら、世界が変わっていますように。

　他人任せの終末思想は今日きようも誇大夢想。

　目を瞑つぶって、意識を投げ出した。

　そしてこの世界から、ログアウトした。





　　　＊






　現実世界は強制ログイン、ログインボーナス無しのクソゲーだ。

　人生はくだらない。

　そんなくだらないモノを見せる舞台なんて、終わってしまえばいいのに。

　朝起きるたびに思うことは、そういうネガティブな考えだ。




　僕は人生に辟へき易えきしていた。

　これほどまでにくだらない人生を送っている人間はいないとさえ思える。

　どんな人間でもいい、僕の人生と入れ替わってくれないか。

　どんなに自分のことを底辺と思っている人でも、僕のそれよりは随分とましだろう。




　もしくはいっそのこと、ＮＰＣのように、ただ歩き回るだけの存在になりたい。

　それはまるで、哲学的ゾンビのよう。

　想像だけで、なにか笑えてきてしまう。




　そんなことを考えながらも、学校へと向かう。

　日々を過ごすことの地獄。

　どんなにくだらない人生であっても、それを放棄することが出来なかった。




　しかし、僕のそんな日常は、唐突に叶かなうことになったある一つの能力で、劇的に変わることとなる。

　降り続ける雨が、街を灰色に染める。

　それが、ヘッドフォン越しに聞こえた雑音なのか、ノイズなのか気にせず、いつもの通学路を歩いていた。





　　　＊






　学校では、今日きようも不良生徒が数人の生徒に地味な暴力を振るっていた。

　僕もその数人の内の一人だが、今日は別の人間がターゲットにされているようだった。

　先生達たちも気が付かないほどの、地味な暴力。

　そして、それゆえに、終わりの無い、苦痛。

　もし僕があの不良生徒と入れ替わることが出来たなら、最高の形で仕返ししてやるのに。

　そう思いながら、バレないように睨にらみつけていた。

　その瞬間だった。

　自分には、最初からその能力があったかのように、人生を入れ替えることが出来るという確信があった。

　自転車の乗り方を考えなくてもいいように、やりこんでいるゲームの指先の感覚のように。




「人と入れ替わる」




　そんなことが出来る気がしていた。

　僕はその感情の赴くままに、不良生徒を睨にらみ続ける。

　そして、スイッチを切り替えるように、瞬まばたきをした。




「……！」




　目の前に広がる景け色しきが切り替わった。

　ＦＰＳのゲームになったような感覚だが、対応可能だ。

　自分の前には怯おびえた表情をするクラスメイトが怪け訝げんな表情でこちらを見ている。

「自分」の本体の方を見やると、机に突っ伏して寝ているように見えた。




　脳内からは、「本来のこいつ」の声が響いてくる。

『あれ？　なんだ？　身体からだが……？』

　状況は把握した、条件も理解した。

　今この身体は僕の自由に動かせる。

　そして、その時間はある程度限られているようだ。

　実行するならタイミングを計らないといけない。




　授業開始を知らせるチャイムが鳴り、先生が扉を開けて入ってきた。

　僕は目の前のクラスメイトの目を見て、心の中で「悪く思うなよ」と思いながら、彼のことを思い切り殴なぐった。

「うあ！」

『え？　なんで!?』

　クラスは騒然とし、先生は真まっ赤かな顔をしてこちらに向かってくる。

　僕はくるりとそちらを向き直ると、先生に向かっても思い切り拳こぶしを突き出した。

『お、おい!?　どうなってんだ!?』

　拳こぶしに慣れない鈍痛が響く。

　僕は思わず笑いそうになりながらも、意識を手放す。

　次の瞬間、僕は突っ伏していた机から起き上がると、何なに喰くわぬ顔で辺りを見渡した。




「こっちにこい！」

「本当に俺じゃないんだよ！」




　教卓の辺りでは先程の先生や騒ぎを聞きつけた他のクラスの先生と、不良生徒とが揉もみ合あいになっている。僕は誰にも気付かれないように、「すごい」と独り言を呟つぶやいた。





　　　＊






　その後、不良生徒は意味不明な証言を繰り返していたが、殴なぐられた側のクラスメイトからの証言により、恫どう喝かつ・金品の巻き上げ・その他諸もろ々もろの暴力行為がバレたこともあって、一発退学が決定したそうだ。それなりに偏差値の高い私立高校の判断としては、当然のことだろう。

　クラスメイトの証言は狙ねらい通り。殴ったかいがあったというものだ。

　殴った上でクラスメイトが被害を報告しないことも想定したが、いじめに近い現状がありつつも、知らぬ存ぜぬを決め込んでいた偽善者どもは、心のどこかに罪悪感を感じていたはずだ。表おもて沙ざ汰たになった時点で、彼らは正義の味方をしてもいいという大きな後ろ盾が出来る。そうなると、不良生徒がもし退学にならなかったとしても、クラスの世論は極端に僕らいじめられている側に傾くことは明確だった。

　だからこそ、あの行動は、すべて完かん璧ぺきなプレイだったと言える。




　僕はというと、ひとりトイレの中で笑いを堪こらえながら、いつものようにパンを頬ほお張ばっていた。恐るべき外敵はすでに削除されているが、長期間に渡る習慣により、何か物事を考える時はむしろ落ち着く空間へとなっていたのだった。




　使用してみて分かったことは以下のルール。




・入れ替わっている間、対象の身体からだの管理権限は完全に自分にある。

・入れ替わっている間、自分の身体からだはもぬけの殻になる。

・相手の精神は同居しており、思考などはダイレクトに伝わってくる。

・具体的にどれくらいの長さかはまだ分からないが、使用制限があるようだ。

・身体を入れ替えている間は感覚も共有されている。




　僕が願った通りの、素晴らしい能力を手に入れることが出来た。

　もっとこの能力のことを調べなければ！

　そして僕はその日から、誰にも気が付かれないように、その能力を使用し、他人の人生を享楽していった。

　それは、これまでにプレイしたどのゲームよりもスリリングで、最高に興奮するエンタテインメントだった。





　　　＊






　それからしばらく経たった。

　何回かの実験によって、さらに二つの条件を発見することが出来た。




・リアルタイムであれば、画面越しでも入れ替わることが出来る。しかし、しっかりと目を見る事ができないといけない。

・一回の入れ替わりの制限時間は約10分。

・身体のコントロール権限を、元の人格に委ゆだねる事も可能。




　画面越しでも入れ替われるというのは非常に強力なルールだった。

　一番の不安はやはり抜け殻になった自分の身体のことなので、安全を確保した状態でテストプレイが出来るというのは非常に助かった。




　そして、安定的にこの能力の運用が出来るようになってきたところで、いよいよ自分の思うように使いはじめる。

　この頃には僕はこの能力をゲームのように使っていた。そして、そこには一つの美学とでも言うべきルールがあった。

　それは、乗り移った相手に成り切り、その人が行いそうなギリギリの行動を使って、人間関係を壊すというものだった。

　退学になった不良生徒と一緒になって僕をいじめてきた連中同士の仲を引き裂いたり、見て見ぬ振りをし続けてきたクラス委員長にちょっとした悪戯いたずらをしてやり、取り巻きとの関係を壊したり……。

　どれもこれも笑っちゃうくらいに上う手まくいって、まったくもって爽そう快かいな気分だった。

　まあ、何をやったところでどうせ神様の御み業わざ。

　僕だなんて分かりっこない。

　やりたい放題とはこのことだった。




　それにしても、人と入れ替わるたびに気が付くこともあった。

　人間っていうものは、なんて醜悪で、汚らしい考えを持っているのかということだ。

　入れ替わっている間は、リンクしているからだろうか、思考、思想、意識みたいなものが、脳の一部分だけ繋つながっているような感覚があった。

　実際のところ、弱者に陰湿な暴力を振るっている連中は、そのことに対して罪悪感もなく、さしたる理由もなく、ただ不快だから、もしくはただ面白いからという理由だけで理不尽な行動を取る。

　一瞬のこととはいえ、そんな思考とリンクしていることが不快で不快で。

　僕のくだらない人生とこいつの人生が入れ替わったら、なんて考えていたことを後悔するくらいだった。




　こいつらなんかに思考はもったいない。

　いっそのこと、思考なんて持っていない、ＮＰＣが居てくれたら、それだけでいくらか救われたかもしれない。




　街の喧けん噪そう。

　一人一人が別々の思考を持っている。

　そう考えるだけで、吐き気がする程の悪夢だと思えた。





　　　＊






　現実世界でのゲームに興じている間に、すっかりオンラインゲームのことなどどうでもよくなってしまった。

　数人の知り合いからメールが届いていたので、せめてチャットででも何か言い訳をしておこうと思ったが、ログインパスワードすら思い出せず、諦あきらめてしまった。




　今の僕のもっぱらの興味は、本当に綺き麗れいな思考の持ち主を探す事に変わってきていた。

　不快な思考とリンクする位なら、綺き麗れいな思考の人間とリンクして、その考えを共有する。

　そのことの方がよっぽど有意義な能力の使用方法に思えていたのだ。

　いくつかの実験もしてみた。

　純じゆん真しん無む垢くを売りにしているアイドルや、幼い子供、様々なものに入れ替わってみた。




　しかし、そのどれもが最悪の結果だった。

　純粋だなんて嘘うそ。

　思考の中では欲とルサンチマンに溢あふれ、いつ周りの人間を出し抜いてやろうだなんて考えている。

　子供だってそうだ。

　本当の純粋は残酷。

　想像力の欠如によって、小動物や昆虫の命を奪い、平気で嘘を吐つき、平気で殺してやると口にする。




　僕の求める高潔な精神は、どこにあるのだろう？

　それはレアアイテムを探し求めるハンターのように、僕の心を駆り立てていった。

　そしてある日のこと、僕は校舎の裏で、ある女性と出会った。




「あれ？」

「！」

「こんなところでなにしてるの？」

　それは、同じ学年の女子生徒だった。

　自分のような人間に話し掛けてくるなんて、よっぽど僕が不審に見えたのだろうか？

　そう思い顔を覗のぞき込こんでみるが、その表情には怪け訝げんという雰囲気は浮かんでいなかった。




「あ、君、確か前にも話したよね？　ほら、私ぶつかっちゃって」

「え？」




　言われてみて思い出す。

　そう、それは数すうヶか月げつ程前の、桜の季節のことだった。

　僕がゲームをしながら歩いていると、前から走ってきたこの女子生徒にぶつかってしまったのだ。僕は不格好にも鼻血を出したはず。

　そして、明らかに僕の方の不注意だったのに、彼女は必死で謝り続け、綺き麗れいな青いハンカチで丁寧に血を拭ぬぐってくれた。

　汚よごれるから悪いと言って突き返そうとすると、汚れてもいいから、あとで捨ててもいいからせめてこれを持っていって？　と言われたのだった。

　あんなに印象的な出来事だったのに、どうして今の今まで忘れてしまっていたのだろう。




「あ、ああ……あの時の……」

「あの時は本当にごめんね？　今日きようはぶつからなくてよかった」




　そう言って微笑ほほえんでみせる。

　僕みたいな根暗な人間と話すこと自体を不快に思う人間もいるのに、少なくとも彼女の様子からは、そういった感情を読みとることは出来なかった。




「それじゃあね！」




　そう言って手を振りながら去っていく彼女の後ろ姿を、僕はしばらくの間見つめていることしか出来なかった。




「……見つけた」




　でも、これまでだってそうだったみたいに、人間には誰だって汚い一面がある。

　僕は慎重に慎重を重ねるため、その日から、少しずつ彼女の周りの人間へと入れ替わっていって、情報を集めていくのだった。





　　　＊






　後から振り返ってみると形はどうあれ、これは恋だったのかもしれない。

　気がつくと、彼女のことばかりを考えるようになっていた。




　僕はこれまで以上に綿密に計画を練り、彼女との入れ替わりを画策した。




　そしていよいよ実行の時。

　僕は彼女が一番、素の状態が出せるであろう一人のタイミングを見計らって彼女との入れ替わりを行った。

　スイッチを切り替えるように、チャンネルを切り替えるように、瞬まばたきをする。

　そして、脳が繋つながる感触──。




「！」




　彼女の思考の中は、これまでの誰にもない、ビックリするほどのポジティブさで溢あふれていた。

　何よりも、一つの大きな大きな目標がある。

　綺き麗れいで、甘く、桜色の思考。

　心ここ地ちよいと感じる一方で、僕は、その純粋さ故に、絶望を感じる。




　これが、恋する女の感情なのか。




　誰にでも分け隔てなく接しているのは、誰にでも好意を持っているからなんかじゃない。

　誰よりも一人の男性に対して思いを寄せており、それにしか興味が無いからこそ出来たことなんだ。

　そして、僕に対する感情もそう。誰にでも分け隔てなく、まるでモブのように、なにも特別な感情がないことを知る。

　溢れる桜色の思考は、僕には胃もたれするくらいの甘さで、思わずすぐに意識を手放してしまった。




　元に戻った自分の身体からだで、涙を流し、失恋を実感する。

　唯一の希望だった彼女まで、僕のことを否定するのなら、僕は……。





　　　＊






　その一件以降、僕は本格的に愉快犯へと成り切っていた。

　恋をしていた彼女に成り切り、想おもい人の先生の前で反抗的な言葉を漏らす。

「先生は常識が大事だって、きちんとしろって言うけど、それって本当に大事なことなんですか？　そんなことで装った平等って何になるのですか？」って。

　先生は優等生な彼女の突然の言葉に驚いた顔をしていた。

　それがたまらないくらい愉快だった。

　これで、彼女の恋もクラスでの地位も、作り上げた〝ユートピア〟は終わったことだろう。

　それ以外の目に付く連中も、全すべて全て、時間のゆるす限りにおいて悪事を重ねて行った。




　振り切ってしまうと思考のリンクは気にならなくなってしまった。

　それどころか、自分自身が悪事を重ねているのだ。

　醜い思考とリンクしていくことは、むしろ自然な気がした。




　それが、醜い思考とリンクし続けていたことから来る麻ま痺ひなのか、それとも元からの資質なのかは分からなかったが、とにかくエスカレートする行為は、僕にある種の中毒性を感じさせていた。





　　　＊






　五千人を超える人に入れ替わっただろうか？




　僕は、人から人へと入れ替わるうちに、自分の身体からだに戻る頻度すら減っていってしまった。

　最近では、人の思考に触れていないと、不安感すら抱く。

　身体をコントロールしたいわけでもない。

　何か思考を読みとりたいわけでもない。

　ただ、誰かと繋つながっているという安心感が欲しい。

　スタンドアローンの不安は、オンラインの不安に打ち勝ち、手段はただの目的となり、思考の波を揺蕩たゆたう。

　もし他に目的めいたものがあるとするならば、それは探しものだった。

　一度だけ、思いついたように総理大臣に乗り移った事がある。

　その記憶の片隅で見つけた、世界滅亡論のような資料。

　あれが一体なんだったのか分からなかった。そういった面白い情報が無いかずっと探し求めている。




　……しかし、本体の方が先に壊れたようだ。




　僕は、ほとんどの時間においてもぬけの殻だからだろうか、無気力でぼーっとし、夢なのか現実なのか、それすら理解出来なくなって来てしまっていた。

　睡眠も忘れ、食事もとらずにひたすらに思考を行き来きする。

　人の中に入っているときは、その人の感覚を共有しているため、眠くもないし、お腹なかだって空すかないのだ。

　たまに身体へと戻ると、その気持ち悪さ、重さ、不快感から、すぐに意識を手放すようになった。




　ある時、身体を離れてから二日間も戻らない事があり、その時、不運にも親に見つかってしまった。

　僕は呼びかけにも答えず、まるで意識不明の状態。

　栄養不足も相まって、すぐに病院へと搬送された。

　最初はしまったと思ったが、もはや自分の身体の管理が面倒だと思っていた自分としては、チューブに繋つながれて最低限の栄養が与えられる状態は、むしろ好都合にも思えてきた。




　五万人を超える人に入れ替わっただろうか？




　僕はさらに入れ替わりにのめり込んだ。

　最近はもっぱら人の思考に寄り添うだけ。

　自分で身体からだを動かすこともせず、ただその人の思考を覗のぞく事だけで充足感を得る事が出来るようになっていた。

　そして、気が付く。

　自分自身の記憶や、思考というものが、決定的なところまで薄くなって来ていることに。




　でももう、後戻りすることなんて出来なかった。

　自我自体が薄くなっているからだろうか？

　もう、自分の意識なんてどうでもよいとさえ、思い始めていた。





　　　＊






　自分の身体を離れてから、しばらくが経たったころだ。

　ちょうど、世間では、世界滅亡の四日目が過ぎたとされる日、また事件が起きた。

　濁り曇ってゆく記憶の海から〝それ〟を引っ張りだして、僕は改めて国のもっとも偉い人間に入れ替わってみたが、その頭の中はカラッポ。

　時はすでに遅かったのだ。

　僕はまあしょうがないかと思い、さらにふわふわと意識の波を揺蕩たゆたう。




　不意に意識が薄くなるなか、ふと自分の探していたものに気が付く。

　それは、自分の居場所。




　この世界の外には、穢けがれのない「向こうの世界」がある。




　その気付きは、まるで福音のようだった。

　そして、この世界の滅亡の真実にも気が付くのだった。

　この世界には居場所はない！

　向こうの世界こそが、僕の居場所なんだ！




　そうと決まれば、行動は早かった。

　自殺が多いとされるビルの近くに行き、意識を乗っ取るターゲットを決める。

　不幸なのか、幸いなのか、そのターゲットはすぐに見つかった。

　今にも身を投げ出しそうなその人を凝視し、意識を集中する。

　やはり距離があるからか、なかなか乗り移る事が出来ない。




　早くしなきゃ！　早くしなきゃ！




　僕は必死で願った。これまでに無いくらい、強く強く願った。




　次の瞬間だった。




　意識が一瞬だけホワイトアウトする。

　それは、立ちくらみのような感覚に近かった。

　しかしそれは乗っ取り成功の感覚だった。

　脳が、自分の意識で満たされていく感覚。




　そして、ゆっくり目を開けると、そこには急速度で迫る、地面が見えた。





　　　＊






　彼がそれからどうなったかって？

　今もちゃんと生きていますよ？　病院のベッドの上ですが。ただ、残念な事に意識が戻る見込みは無いそうです。




　そこに、誰が入っているのか……それとも、誰も入っていない、ＮＰＣキャラクターになってしまったのかは分からない。




　果たして、少年の心は「向こうの世界」に行けたのでしょうか？





　CASE 2：屁へ理り屈くつ好きの少年／シュン

　条件：人生の入れ替え

　結果：BLANK

　実験を継続（Y/N）













【警告】過食性：アイドル症候群.exeがインストールされています。

［[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　　　　］60%　日常のアンインストール中…　残り時間　67.2時間

　インストール先　雨宿り街.exe





『目立ちたがり屋の青年は

　ちやほやされたいと思っていました

　そして、それは──』





　近年、色々な事柄の常識が覆りました。

　食、服装、娯楽、職業……。

　特に職業の大半は長い「下積み」期間を経て、実現するもの。そして──。




　周りに認められたい。

　それは、人として産まれたからには、当然の欲求です。

　でも、それが行き過ぎてしまったら……？




　有名な童話、ヘンゼルとグレーテルというお話がありますよね。

　お菓子の家が出てくる、例のあれです。

　彼らは貧乏で、ずっとひもじい生活をしていました。

　だからこそ、目の前にあるお菓子の家で、お腹なかがはち切れんばかりに食べ過ぎてしまったそうです。人の欲求というのは、そういうものなのでしょうかね？

　さて、これから見ていただくお話は、ちやほやされたいという、ごく自然の欲望が運良く叶かなってしまった青年のお話です。

　でも、食べ過ぎに注意してくださいね？　じゃないと……。





　　　＊






　タイトル：【こんな夢を見た！】

　２０ＸＸ年Ｘ月Ｘ日　ＮＥＷ

　テーマ：小ネタ




　こんにちは。

　今日は僕が昨日見た夢の話をお届けします。




　夢って言ってもいろいろな種類の夢がありますが

　今回僕が見たのはなんて言ったらいいんだろう

「面白い夢」になるでしょう。




　ハードルが上がってるような気がするけど

　さっそく行きましょう。

　それは、雨の降るある夜のこと……。





　　　＊






　コメント（０）




「Twitterでも告知しなきゃな……！」




　××××@×××××××　　２秒

　ブログ更新！今日は昨日僕が見た夢のお話。hXXX.XX

　１件の返信　１件のリツイート　１件のお気に入り

　19:15 20XX年X月X日　詳細




　告知のツイートに、すぐにお気に入りとリプライが飛んでくる。




　♪♪♪♪@☆☆☆☆☆☆　５秒

　@××××　今回の記事もとっても楽しくて、それにいろいろ考えさせられました！これからも楽しみにしています！

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　19:16 20XX年X月X日　詳細




「ふふっ……相変わらず早いな」




　@♪♪♪♪　今回もありがとうございます！これからも楽しみにしていてくださいね！

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　19:17 20XX年X月X日　詳細




「……ふー」

　僕はノートパソコンを閉じて、目をこする。

　ブログを始めてから、早くも一年近く経たとうとしていた。

　普通のブログならなんという事も無いのだが、僕が目指しているのは物書きだ。

　昔から文章を書くのが好きで、ちょっとしたライターのようなことに憧あこがれていた。

　今のちょっとした野望は有名なブロガーになって、はては書籍化、イベント出演！

　でも、実際のところ熱心なファンは一人だけ。

　それなりにTwitterのフォロワーは増えたものの、コメント数も閲覧数も程度が知れている。まったくもって、本当にどうしようもない。




　それでも毎回のようにコメントをくれるファンの子がいてくれるおかげで、夢を諦あきらめることなんて出来ないな、なんて思ってしまう。




　♪♪♪♪さんは、普段のツイートを見るに、ナースをやっている子らしい。

　仕事はそれなりに大変そうだけど、毎日僕の記事を読んでがんばれるって言ってくれる。

　文章から優しい人柄が伝わってきて、好きなんだそうだ。

　まあ、本当にそう言ってもらえると嬉うれしいものだ。

　アイコンやたまーにしか写真を掲載していないが、たぶん普通にかわいい子っぽいし。

　僕はというと、もう崖がけっぷちのフリーターだ。

　元々は出版関係でライターのようなことをやっていたが、全然芽が出なくて、今はバイトをやりつつ、こうやって物書きを目指している。

　文章のプロとして食っていくんだ、というプライドがあったからこそ、最初はブログに多少の嫌悪感もあったし、なにより……誰にも見てもらえないということがわかった時のショックはデカかった。




　今はどんなことが伝えたいかよりも……どうやったら閲覧数が伸びるのか、そればかり考えている気がする。

　でも考えても考えても正解は分からず、いつも記事をアップしたら、あとは祈ることくらいしか出来ないのだった。

「コンビニでも行くか……」

　溜ため息のように独り言を零こぼし立ち上がった。





　　　＊






　世界が終わるのではないか、と言われてから三日目のこと。

　雨の降る夜道を歩きながら、考える。

　実際のところは、もっともっと有名になりたい。

　褒められたい、認めてもらいたい！

　ちやほやされたいに決まってる。




　一人の熱心なファンが居てくれれば、一人だけでもそれで元気を出してくれればなんて嘘うそに決まってる。

　もっともっと大勢の人に好かれたい！

　僕よりも全然文章力も無いし、上う手まくもないやつがちやほやされているのを間近で見ていて、いつだってそう思っている。

　くそ！　くそ！　くそ！

　世界の終わりと言われても正直なんのことかも分からないし、僕らにとっては多くある与太話の種でしかなかった。

　ただ、もし本当に世界が滅亡するとしたら、それならその前に一度だけでも……！




　一度だけでもちやほやされてみたい。




　コンビニまでイヤホンを付けながら大音量で音楽を聞く。

　ほとんど人通りのない道だが、今日は一人の少年とすれ違った。

　すれ違う瞬間に、なにか言葉が聞こえた気がしたが、音楽を聴いていたので気がつかなかった。

　少しだけ気にとめてみても、すぐに気のせいだと片付ける。

　いい気分になって小さく鼻歌なんか歌いながら、道路を渡った。




　しかし、その瞬間。




　少しだけ右に曲がっている下り坂だからだろうか。

　ものすごいスピードで迫ってくるバイクが、突然目の前に現れたような感覚だった。

「危ない！」

　と思う間もなく、衝撃が身体からだを襲う。




　ガコッ！




　痛みとかはない。

　ただ、ゆっくりと流れる時間の中、天地のなくなった景色が、無音で流れていく。




「ああ、死んじゃうのかな」




　ただ、そんなことを思っていると、先ほどすれ違った少年と、目が合った。

　彼はただこちらを無表情で見上げながら、タバコを燻くゆらせている。

「なるほど、そうですね」

　無音の世界で、なぜか彼の声だけが耳に響く。

「え？」




　今のは一体？

　そう思ったところで、二度目の衝撃が襲い、意識が途切れた──。





　　　＊






　そこから先は、夢なのか、現実なのかも分からない。

　途切れ途切れに映像や、音が流れ込んでくるだけだった。




「これはひどい」

　白衣の男。

「しっかりしてください！」

　白衣の女。

　そして……。

「……死んだらだめだよ……」

　なぜか、熱心なファンの子がいるような画えも見えた。

　ああ、もしかしたらナースだから、居てもおかしくないのかもな？

　そんなことを考えていたが、やっぱりそんなことあるわけないか、なんて嘲ちよう笑しようしつつ、意識を手放した。





　　　＊






　──その晩、電子音のような耳鳴りで目が覚めた。





　　　＊






「結論からいいますと、もう大丈夫です」

　目の前の白衣を着た男性が笑え顔がおでそう言い放つ。

　それは、目が覚めてからすぐのことだった。

「あの……えっと……」

「ああ、脳に一時的な記憶障害が発生しているかもしれませんが、問題ないでしょう。奇跡的にね、骨折とかもなく、擦すり傷、捻ねん挫ざ、あとはそうですね……」

「あのっ！」

「え？」

「あ、えっと？　バイクに轢ひかれたのに？　それだけだったんですか？」

　僕は理解出来ないというように医者を問い詰める。

　確かに、身体からだには痛みはあるものの、意識もはっきりしている。

「ええ。ですから、奇跡的にね、道端の植え込みに突っ込んだみたいですよ。最初は擦り傷から血もたくさん出てましたし、これはひどいと思ったのですが、まあ、たいしたことがなくてよかった。痛み止めとシップを出しますので、すぐに退院しても構いませんよ？」




　僕は自分の置かれている現状をそこでようやく理解した。

　死んでしまうのかな……だなんてヒロインちっくなことを考えていたのが恥ずかしい。

　僕のことを轢ひいた人間は連絡先と、五万円を置いていったそうだが、正直、そんなにお金は掛からなかった。




「じゃ、じゃあ……退院します……」

「はい。お気をつけてー」




　受付で薬を貰もらってから、時間を見ると、翌日のお昼だということが分かった。

　携帯の電池もすっかり切れてるようだし、一度家に帰ることにする。

　ただ、ファンの女の子のことだけが気がかりだった。




　最初は、ただの幻覚だと思っていたのだが、よく思い出してみると医者も先ほどの男だったし、結果としてはたいしたことのない怪け我がだったわけで……運び込まれる最中に見た映像は、現実だったのかもしれない。




　しかし、名前も、ちゃんとした顔も知らない彼女のことを探すのは至難の技だった。

　運び込まれたのは結構大きな病院だし、ナースだっていろいろなシフトがあるだろう。




　Twitterを見てみようとも思ったが、携帯の電源も切れているので、やはり家に帰ることにした。





　　　＊






　帰り道にコンビニでお弁当を買った。

　家に着いてすぐに携帯を充電器に差し込み、そのままお弁当を胃袋に流し込む。

　ぼーっと今日きようがちょうどバイトの休みで良かったと、バイト先の人間や親にはなんと言っていいものかと頭を抱えていた。

　実は、バイクに轢かれたんだけど、特にたいしたことなかったので安心してください？

　じゃあ言わなくてもいいんじゃないか、とか思うと面倒くさい。それよりも──。




「このことブログに書くか……」

　僕が昨日の夜、事故にあったことを面白おかしくブログにまとめた。

　今までの中で一番面白いんじゃないかという確信。

　なんてったって、リアリティが違う。轢ひかれたばっかりの出来立てほやほや臨場感。




　これは、すごいアクセスがあるかも……！




　そう思って投稿するが、やはり付いたのはコメント１の数字のみ。

　期待値とのギャップに虚むなしさが込み上げ、本物の溜ため息を一つ。ふらーっと風呂場へと足を運んだ。





　　　＊






　髪を乾かす前に充電器に差していた携帯を取り上げて電源を入れる。

　あのままメールもチェックしていなかったし、笑い話に知り合いには報告しておこうと思ったのだ。




　ピローン。




　再起動後、しばらくすると携帯が軽快なポップ音と共に短くブルっと振動をする。

　パンツ一丁でタオルを首から巻いたまま、液晶に映る数字に驚きよう愕がくした。




　メールが……こんなに？




　メッセージアプリやら、メールやらにとにかく大量の未読メールの通知が入っていた。

　何か弾みで初期化でもされたのかと疑うが、そう思っている間にも次々とメールの件数が増えていき、手の中で小刻みに振動する。




「……!?　うん？　え!?」




　メールを開いてやっと、それが一体何なのかを理解した。

　それは、投稿アプリやTwitterと連動したソーシャルメディアの通知メールだったのだ。

　どうせそんなに通知メールが来る事などないだろう、連動しっぱなしになっていた。




　慌ててノートパソコンを立ち上げて、ブログを開く。

　そこには、これまで見た事がない程の賞賛の嵐あらしが巻き起こっていた。




　記事、面白かったです！

　事故をネタにするとか、ブロガーの鑑かがみですね（笑）




　閲覧数も驚く程に伸びている。

　そしてそれは、これまでの記事にも影響を及ぼしていた。

　昨日したアップ時のツイートだってそうだ。




　××××@×××××××　　18時間前

　ブログ更新！今日は昨日僕が見た夢のお話。hXXX.XX

　125件の返信　1088件のリツイート　1123件のお気に入り

　19:15 20XX年X月X日　詳細




「なんだよ……どういうこと……？」

　Twitterのフォロワー数も急激に増えており、以前から多少知り合いだった人たちは「いつか有名になると思ってた」「なんで閲覧数が伸びないんだって前から思ってたんだよね」なんて呟つぶやいている。




　ペロッ。

「これは……」




　夢……？　試しに噛かんだ唇からは確かな血の味が広がっていた。

　何度画面を見直しても間違いないようだった。

　炎上しているわけでもなく、とにかく絶賛されて、閲覧数が伸びている。




　すっかり身体が冷め切った頃には、ようやく実感が湧わいてきた。

　捨てる神あれば拾う神ありとでもいうものか、悪い事があった揺り返しで、こんなことが待っているとは思ってもみなかった。




　××××@×××××××　　２秒

　事故後初の風呂から帰ってきたら、ブログが凄すごいことになってるんだけど!?

　０件の返信　０件のリツイート　０件のお気に入り

　13:45 20XX年２月８日　詳細




　試しにツイートしてみると。




　過去の記事も読みました！面白かったです！

　ファンになりました！最高です！

　Twitterのお写真ってご本人ですか!?イケメンですね！




　これまでにない反応が一層の現実味を呼んだ。

　鳴なり止やまない通知が喧やかましく感じ、通知機能をオフにしてメールを一気に読み流す。




　騒ぎを嗅かぎ付けた知り合いからは飲みのお誘い。

　しばらくすると、出版社から書籍化のオファーまで来た。




　笑えるほどの掌てのひら返がえしの大だい洪こう水ずい。




「なにこのチョロゲー」




　止まらない笑い。

　少し耳鳴りもしたし、擦すり傷だらけでまだ痛むはずの身体も気にならず、気がつけば、これまで感じていた疲労や不安がすべて吹き飛んでしまっていた。





　　　＊






　まるで残暑に鳴く蝉せみ。

　そこから先の人生は、短いボーナスステージに入った。

　前は見向きもしてくれなかったような子も、前から僕のことが大好きだったってさ。星ほし屑くずの如ごとく降り注ぐ誘惑の嵐あらし。

　正直、悪い気もしないので気まぐれに遊びに出かけることにした。




　事故以来たまにするようになった耳鳴りがうっとうしかったが、逆に耳鳴りのリズムに合わせて軽快にスキップをしながら家を飛び出す。

　これが記念すべき崩壊への一歩目になるとも知らずに。





　　　＊






　ある日、ネット上に自分の恋愛観を語る記事を上げてみた。

「恋はするけど、縛られたくないタイプかな。経験こそが全すべてだし、どうせ一度の人生、楽しまないと損だと思わない？（笑）」

　以前では考えられない、歯が浮くような言葉ですら反響を呼ぶ。

　書籍化した本もそこそこにヒットし、構成作家としてバラエティー番組の企画を任されるどころか、深夜番組への出演オファーまで来た。

　少しでも人気に肖あやかろうと、止やまない接待の誘い。

　何気なく記事にした商品ですら、あっという間に話題を呼んで売り上げに繋つながったらしい。




　ある種の盲目になった自分では、気づかない変化に嫌悪を示す人たちも居た。

　特にブログ仲間だった同性の連中は、名指しこそしていないものの、分かるように僕を批判していた。俗にいう空くうリプというやつだ。

　しかし、ネットの世界どころか、蓋ふたを開けば学校、職場、サークル、どこのコミュニティも人の悪口を餌えさにして大きくなる。個に対し複数人で鼻につく点をそれらしく正当化し、共感という仲間意識で結束を固める。分かりやすい仲間作りの特効薬だ。

　今では散々気にしていたそれすらも僻ひがみにしか思えず、一人だと何も出来ない、何も言えないのだから、せいぜい群れていれば良いさ、くらいに考えていた。

　例えるなら、今の僕は一般色の強い、身近な次世代のアイドル。




「そんな事気にしている暇は無いんだ」

　また口の中で血の味だけが広がった。




　しかし、一つだけ気がかりをあげるとしたら、アンチではないがずっと熱心だったあの子のツイート。




「前の方がよかったな」




　僕がブログの記事をアップした直後のことだった。

　リプライが来たわけでもなく、たまたまツイート検索をして目に入った文字。

　これが僕を指す言葉だとすぐに分かった。

　きっと、自分自身が無意識に感じていた事だったからだろう。

　苛いら立だちを抑えることが出来ず、すぐに彼女へ個人メッセージを送った。




「なんか言いたい事があるなら言ってください」




　不快感が伝わるよう、出来る限りぶっきらぼうに書いた二十文字に彼女からはなんの反応も無かった。

　きっと僕に構ってもらえなくなったからそんなことを言ってるんだろう、そんな風に思い直し、気持ちを切り替える。

　耳鳴りは前よりも大きくなっている気がしても、そんなこともさして大した問題ではなかった。そして、すっかり癖になった夜遊びへと繰り出すのだ。




　まあ、とにかくそんな感じで空々の日々は流れていく。

　恨まれたって、何したって気にしない。

　やっぱり僕は凄すごかったんだ！　そう言い聞かせ、踊り狂うように過ごす毎日。

　ヨイサヨイサの馬鹿騒ぎは確かに自分が望んだものだと、そう思っていた。




「本当人生最高だ！」





　　　＊






　気が付くと、ストロボみたいな時間はあっという間に去り、僕はすっかり過去の人になってしまった。

　人気の入れ替わりを感じ、前程伸びなくなったブログの閲覧数を眺めては愚痴ばかりをいう毎日。

　それでも、一度吸った甘い蜜みつの味は忘れることができず、今でも僕を想おもう子だけを集めて、なんとか過ごす体裁だけの一日。




「もう古いよねー」




　なんて中傷も気にならない。

　いや、精一杯気にしないようにしていた。




　そうこうしているうちに、殊こと更さらに月日は溶けていく。

　面影が無い程、落ち目となった僕は、惨みじめな日々に逆戻り。

　もしかしたら前よりも、ひどいのかもしれない。

　さらに悪化した耳鳴りは、脈拍に合わせて直接鼓膜を叩たたいてくるように感じる。

　まるで電子ノイズのように、一定のリズムを刻む。

　その耳鳴りや自分の置かれた状況に、苛いら立だちが募っていく。

　過去の栄光を取り戻そうと、ありとあらゆる事に手をつけたが、やればやるだけみんなが興味を無くしているのが分かった。




　見苦しいんだって。




　流せるだけ流された悪い噂うわさすら、誰も触れられずに寂しく風化していった。

　晒さらされるだけ晒してしまった醜態と怨えん嗟さ。

　僕は苛立ちを感じながら、落ち込むばかりの今日を積み重ねる。




　そして、頭痛がひどかったある日のこと。

　窓を叩く雨の音が、耳鳴りと混ざり激しい嘔おう吐と感すら感じていた。

　僕はとりあえず頭痛薬を飲み、そのままブログを見てみると、奇妙な文字を見つけた。




　１３６




　ただ、緑の文字色で記事の最後にそう書かれただけ。

　こんな数字を書いた記憶は無いが、改めて見てみると、いくつか同じように投稿されていた。




「なんだ……これ？」




　僕は身に覚えの無いその記事に寒気がしたが、あまりにもひどい耳鳴りと、頭痛薬の効果で眠気がきたので、そのままベッドへと身を投げた。





　　　＊






　そしてある時、久しぶりに携帯が鳴り、twitterへメッセージが届いた。

　差出人は、ずっと熱心にファンで居てくれたあの子。

　前にこちらからメッセージを送りつけたきり音おと沙さ汰たが無かったのに、なんだろう？

　落ちこぼれた僕のことを、彼女ならやっぱり慰めてくれるんじゃないか、なんて期待を胸に開いてみる。




「誰かがしかってあげればよかったのにね？」




　ただそれだけが書かれていた。

　これがなんの意味を持っているのかは分からない。

　しかし、高くなるだけなったプライドを引ひっ掻かく言葉だということは、理解出来た。




　僕だって……。




　またしても激しい耳鳴りがし、無意識に爪つめを噛かむと同時に通知音が鳴った。




「もう、目を覚ましましょ？」




　携帯を放ほうり投げ、その勢いで身体からだを起こし、ドアを乱暴に開けると、居るかどうかも分からない病院の方向へと走り出す。




　彼女に会ったら何を言うっていうんだ？

　今の僕に何が出来るっていうんだ？

　なぜか溢あふれてくる涙で歪ゆがむ視界。

　呼吸に合わせてさらに高まる耳鳴り。

　耳の中に直接スピーカーを入れられて、メトロノームを聴かされているような不快感。

　そうか、耳鳴りだと思っていたこれは、電子音だ。

　ピッ

　ピッ

　定期的に僕の耳元で鳴る。

　それが不快で不快でしょうがなかった！




　気がつくと、病院の近くまで来ていた。

　そういえばここは……




　──不意に煙草タバコの匂においがして立ち止まった。

　耳鳴りに掻かき消され、振り向くまで気づくことが出来なかったが、ここはあの場所。

　──そしてまたバイクが見えた。

　突如耳鳴りが止やんで、聞こえてくるタイヤと地面が擦こすれるブレーキ音。




　──キイイイイイイィィィィ！！！





　　　＊






　あれ？

　ここはどこだっけ？

　目を醒さますと、白い病室。

　周りには、青っぽい服を着た沢山の人たちがこちらを覗のぞき込んでいる。

　聞こえてくるのは、不愉快な呼吸音と、一定のリズムを保った電子音だけ。

　ああ、だからずっと鳴っていたのか。

　目を動かすと、ずっとファンで居てくれていたあの子が見えた。

　やっぱり、ここの病院のナースだったんだ。

　ずっと長い夢を見ていた気もする。

　そう思うと、どこからが、夢だったんだろう。

　もしかして、やっぱりあの日、轢ひかれた時から、ずっと──。

　……だったら。

　だったら、もう一度だけ、彼女に言ってもらいたいな。

　もう一度だけ、優しい人柄が好きだって。

　頑張れるって──。

　ねえ

　お願い

　だから……。




　──電子音のリズムが止まった。

「××××××××××」




　小さく開いた彼女の唇は、ただ耳鳴りと同じ音に掻かき消され、聞き取ることが出来なかった。




　時同じくして上がった彼のブログには、ただ数字で０とだけ書かれていた。





　CASE 3：目立ちたがり屋の青年／アノ

　条件：ちやほやされたい

　結果：BLANK

　実験を継続（Y/N）













【警告】レトルトアイロニー.exeがインストールされています。

［[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　　　］70%　日常のアンインストール中…　残り時間　50.4時間

　インストール先　雨宿り街.exe





『ひたすらに前向きな少女は

　未来を知りたいと思っていました

　そして、それは──』





　タイムカプセル？

　……なるほど、記憶の保存方法には、いろいろな種類があるものなんですね。

　でも、時間という概念は思っている以上に曖あい昧まいなものだったりします。結構簡単にあちらとこちらが繋つながったりもするんですよね。

　それはさておき、もしも未来が分かったら。

　こんな風に考えたことはありませんか？

　未来が分かったらきっと幸せになるのに。

　未来が分かったら不幸なことも回避出来るのに……って。

　でも、本当にそうなのでしょうか？

　もし未来を知る事で未来が変えられるのだとしたら、その未来からの情報は途端に信用性の薄いものになってしまいます。

　避けがたいタイムパラドクスですね。

　でも、未来にさほど影響がないとしたらあるいは……？

　さて、これから見ていただくお話は、未来を知りたいと思った、いつもひたすらに前向きな少女のお話です。

　未来を知った彼女は、タイムカプセルに何を入れるのでしょうか……？





　　　＊






　Re:10年後のボクへ

　冗談じゃないよね？　まさか、本当にキミなのか？





　　　＊






　少しだけせっかちな桜がちらほらと咲き始めていた。

　ボクのスカートを翻す風が、せっかく咲き始めたばかりの桜を散らしてしまわないかと心配しつつ、学校へと向かう。

　この校門をくぐるのも、あと少しなのかと思うと感慨深いものがあった。

　そしてボクは、今日きようも元気良く挨あい拶さつをしながら教室へと入っていく。




「おはよー！」

「おはよう、朝から元気だね」




　クラスメイトと明るく挨拶を交わす。

　いつも通りの変わらない景け色しき。

　でも、あと少しだと思うと、それだけで泣けてしまいそうになる。




「もうあと少しだね……」

「あはは、泣くとか早すぎだから。せめて卒業式で泣きなよ」

「ダメだよ、卒業式はたっくさん笑って、たっくさん写真撮るんだから！」

「だからって今泣くとか無しでしょー」




　笑え顔がおで他た愛あいのない会話をしていると、そこに、担任の先生が入ってきた。

　クラス委員がすかさず号令を掛ける。




「起立、礼、着席」

「うん」




　担任の先生も、いつもと変わらず柔和な笑え顔がおを浮かべている。

　ほとんどの生徒が進路を決めた今となっては、先生達たちもすっかり緊張感が無くなっていた。

　手に、少し大きめな箱を持って、話し出す。

　少し高めで、綺き麗れいな声。




「えー、突然ですが、各クラス合同でタイムカプセルをやることになりました」

　教室の中が騒然とする。

「ほら、あんまりざわつかない」

　ボクも、驚いた顔をしたまま、しばらくは言葉の意味を理解出来ないでいた。

「俺は、そういうのやったことないから、いい事だと思う」

　先生はまだ若いため、担任を持った生徒が卒業するのは初めてのことだった。おもむろにチョークを持つと、まるで最後の授業をするかのように、大きく黒板に文字を書いた。

「テーマは10年後の自分への手紙です。手紙だけじゃなくて、なにかものを入れてもいいぞ。10年後掘り出して、責任もって皆のところに届けるから」

　手を払って意地悪そうに笑う。

　みんなは恥ずかしいからか多少の不満を漏らしているが、ボクは何かウキウキしていた。

「卒業式の日には集めるから、それまでに書いておくように。以上HR終わり」

　先生のその声と共にチャイムが鳴る。




　クラスメイトたちは各おの々おの次の授業が始まるまで、聞いたばかりの話に夢中になっていた。

「え？　どうする？　何書く？」

「10年後とか、想像できない」

「もう結婚とか、してるかな？」

「えー、ギリまだじゃない？」




　皆、笑い合いながら話をしている。

　ボクはワクワクしながら、想像していた。

　まだ見ぬ、10年後の自分を。





　　　＊






　家に帰ると、早速手紙を考え始めていた。

　最近は物事を考える時に、携帯電話のメールの下書きで文章を書く癖が出来ていた。

　ベッドの上に寝て、両手で操作しながら考える。




　タイトル：10年後のボクへ

　好きな人に、ちゃんと好きって言えましたか？




　気が付くと、そんな事を書いていた。

　これって、手紙じゃなくて、微妙に質問でもないよな、なんて照れ笑いしながら、それでも、宛あて先さきに自分のアドレスを入れて、送信してみる。

　届け。

　なんて、いろいろな意味で祈ってみて。




　しかし、普段自分宛のメールは、送信してすぐに受信を知らせる通知音が鳴るのだが、その日はしばらく経たっても先ほどのメールを受信しなかった。

　もしかして、別の人に送ったりしてないよね？　と心配になり、携帯を開こうと思ったところで、突如受信通知が鳴る。

　少し、回線の調子が悪かったのかなと思ってメールを開いて、それが先ほどのメールとは異なることに気が付いた。




　Re:10年後のボクへ

　冗談じゃないよね？　まさか、本当にキミなのか？




「え？」

　送信者の所をみると、自分のアドレスからになっていた。

　これって一体どういうことなのだろう？

　何かの間違いじゃないかと思い、再度確認しても、やはりそうだった。

　ボクは、どうしたらよいのか分からず、そのメールに返信をしてみる。




　Re:Re:10年後のボクへ

　えっと、これってどういうことなんでしょう？




　送信。そして、しばらく待つ。

　何か、回線のトラブル？　いやでも、そんなこと聞いたこと無いし。




　Re:Re:10年後のボクへ

　たぶん、10年後のキミの携帯を持っているんだ。どういうことかわからないけど、今、キミから突然メールが届いた。信じてくれって言っても難しいのは分かるんだけど、本当なんだ。




　10年後……？

　ボクが、10年後の自分にメールを送ったから？

　でも、だとしたら。




　Re:Re:Re:10年後のボクへ

　えっと、アナタは10年後のボクじゃないんですよね？なんで、ボクの携帯を持ってるんですか？




　この人は一体誰なのだろう？

　もし、本当にこの人が10年後の人なのだとしたら、なぜボクは自分の携帯を持っていないのだろうか？




　Re:Re:Re:Re:10年後のボクへ

　ごめん、それにはまだ答えられない。ただ、携帯はキミから預けられてるんだ。ちょうど今日きよう、電源を入れたら、キミから突然メールが届いた。




　何もかも、分からない事だらけだった。誰なのか聞いても結局答えてはくれなかった。

　でも、メールの最後に、書いてあったことが気になった。




　信じられないと思う。でも、もしメールの送信日時が合ってるとしたら、明日、先生からプリントを資料室に運ぶように頼まれると思う。




　そんな未来予知のようなこと、出来るはずが無い。そう思いながら、その日はすぐに寝てしまった。

　明日になれば、冗談なのか、本当なのかが分かるはずだと……。





　　　＊






　結論から言うと、次の日、謎なぞのメールの予言通りの事が起こった。

　先生から呼び止められると、プリントを資料室へと運ぶようにと言われたのだ。

　ボクは驚いてしまって、思わず先生に「え？　なんで？」と言ってしまった。

　先生が「え？　忙しかったかい？」と怪け訝げんな顔をしたので、「大丈夫です！」と言ってすぐに誤ご摩ま化かした。

　資料室に向かう間、ずっと心臓がドキドキと高鳴っていた。




　ボクは家に帰ると、すぐにメールを打った。




　タイトル：

　本当だった！なんでそんなことまで分かったの？




　元々前向きな性格なので、せっかくならもう信じ切ってしまうことに決めた。

　なぜだかよくわからないけれど、10年後とメールが繋つながっていて、この人は今のボクに何が起こるのかを知っているのだ。




　Re:

　実は、キミの日記も預けられてるんだ。ごめん、勝手に見てしまって。




　ボクが小さい頃から書いている日記。

　確かに、プリントを運ぶように頼まれた、なんていかにも書きそうなことだった。

　でも、そうなると、これから起こることがこの人にはいろいろわかってるんだ。

　それは、まるでタイムマシンを手に入れたようなワクワク感に変わっていった。




　しばらくの間、ボクはその謎の人とメールのやり取りを続けた。

　日常の些さ細さいな事が予言通りになる度、まるで宝箱を見つけたような気持ちになって喜んだ。

　メールの相手の事はなにも分からなかったが、ボクはそれを聞いてしまったら何かが終わってしまうような気がして、聞けずじまいだった。

　しかしある日、今までとは違うトーンのメールが届いた。




　Re:

　明日、何があっても落ち込んではいけないよ？キミの魅力はその笑え顔がおなんだから。




　ボクは正直複雑な気持ちだった。

　何か落ち込むようなことがあるんだよ、という初めての曖あい昧まいで、そしてネガティブな予言なのに、思わず喜んでしまうような一文が添えられていたからだ。

　顔がにやけてしまう。そして、思うのだった。

　この人は、たぶん、今この時のボクを知っているのだと。




　Re:Re:

　うん。大丈夫！笑顔だけが取り柄だからね！




　後から思い返してみるとボクはもう分かっていたのかもしれない。

　もしかしたらこの人は、アノ人なんじゃないかって、そして、なぜボクの携帯と日記をもっているのかって事を。





　　　＊






　次の日は誰にでも平等にやってくる。

　やっぱり少し昨日きのうのメールは気になっていたが、気にしたってしょうがない、なんてポジティブな気持ちに切り替える。

　だって、ボクの魅力は笑顔だからね！　なんて。




　そして、メールの意味を知るのは、昼休みが過ぎた頃のことだった。

　ボクは、突然の立ちくらみを感じたと思ったら、次の瞬間には目の前が真っ暗になって、意識を失ってしまったのだ。




　次に目を覚ましたのは、病室のベッドの上。

　これまでに見た事がないような表情で、両親が私の事を見て、泣いた。

　それから、落ち着いたところでお医者さんがやってきた。

　昔から病弱だったので、お医者さんのことはそれなりに怖くなくなっていたのだが、ことさらに優しく努めようとするお医者さんの態度は、ボクに、逆に恐怖心を与えた。




「結論から言うとね、卒業式まで持てばいいくらいかもしれない」




　ボクの身体からだは、なんだかとっても複雑な難病に侵されていた。

　病名は聞いたが、よく理解出来なかった。

　自覚症状もほとんどなかったが、もう数すうヶか月げつ前からほとんどいつ死んでもしょうがない状態だったそうだ。

　両親はボクの隣で嗚咽おえつを漏らしながら、「大丈夫だからね、大丈夫だからね」と言っていたが、何が大丈夫なのか良く分からなかった。

　ただ、ボクはというと、メールであんな事を言われていたからか、それとも自覚症状がないからだろうか、もしくはショックが大きすぎて何も考えられなくなっただけなのだろうか、特に泣いたり取り乱すこともなく、

「はあ……」

　とだけ言って固まってしまった。




　家に帰って、一人になってから、ボクはメールを送った。




　タイトル：

　病気のことだったんだね。




　Re:

　うん。




　Re:Re:

　アナタは、ボクが死んだから、携帯も日記も持ってるんだ。




　Re:Re:Re:

　そうだよ。




　やっぱり、そうだったんだ。

　ボクはメールの相手が誰だか、その時はっきりと理解した。

　そして、これからボクがするべきことも、全すべて。

　何度も何度も否定してきた気持ちだったけど、否定すること自体が間違っていたのだと気が付いた。




　Re:Re:Re:Re:

　ありがとうございました。全部、全部わかったよ。




　ボクの心はもうすでに晴れやかな気分になっていた。




　Re:Re:Re:Re:Re

　そうだね。




「彼」は、そうやって返事をしてきた。

　字面だけ見ると、そっけない返事に思えるが、大丈夫。

　今ならもう、アナタの表情も、声も、全て思い出せるから。

　ボクは一筋だけ流した涙を拭ぬぐうと、魅力的だと言われた笑え顔がおを鏡に向け、「よし」と声に出した。





　　　＊






　そして、卒業式がやってきた。

　桜はもう、満開になり、風に吹かれて髪と共に一枚一枚その花びらを舞い踊らせていた。

　今日きようは、タイムカプセルの回収も行うということで、ボクは二枚の手紙と、一つのアイテムを用意してきていた。




　ポケットの中に忍ばせた一枚の手紙は、きっと使わないだろう。

　それでも、手紙を書いている間は、感情が高まって大変だった。




　滞りなく終わった式。

　惜しむように話をする生徒達たち。

　ボクはタイムカプセルの中に用意したものを入れると、そのまま渡り廊下を渡り、裏庭の方へと向かった。

　そこは、派手ではないが、一本の桜の木がある場所だった。




「先生！」




　担任の先生がベンチに腰を掛けて、タバコを吸いながら一服していた。

　先生はこちらに気が付くと、タバコをポケット灰皿に押しつけ、火を消した。




「タイムカプセルは入れた？」

　ボクは先生の隣に腰掛ける。

「はい！　10年後、絶対に見てくださいね！」

「？　なんで他ひ人と事ごとなんだよ。キミが見るんだよ」

「そうですね」




　しばらくの沈黙。

　でもそれは、嫌な沈黙ではなく、何か居い心ごこ地ちの良さからくるような沈黙だった。




「先生、ボクの笑え顔がおって魅力的だと思いますか？」

「え？　ああ、キミの魅力はその笑顔だと思う」

「知ってます」

「え？　なんだそりゃ」

　そう言って微笑ほほえむ先生。

　ボクがある時、自分の思っていることがなぜか我慢できなくて、ひどい言葉を先生に言ってしまったときも、先生はしっかりと話を聞いてくれた。

　それは、いわゆる反抗期だったのかもしれない。

　ボクは、それまで大人びていなきゃって、背伸びしようとしていたのだろう。

　でも、等身大のままで、等身大の気持ちで、今はいいのかも知れない。

　未来の事なんて、なにも分からないから。




「そうだ、先生！　ボク、先生に手紙を書いてきたんです！」

「お？　じゃあ……」

「でも、タイムカプセルに入れちゃいました！」

「は？」

「少しだけ、目を瞑つぶってくれませんか？」

「？」

　先生は、怪け訝げんそうな表情を浮かべながらも、ゆっくりと目を瞑つぶってくれる。

　ボクは軽く手を振ったりして、しっかりと目が閉じられていることを確認する。

　ボクはおもむろに立ち上がると、先生のくちびるに自分のくちびるを重ねた。

　──ガタッ！

「！」

　先生は驚いた顔をしてこちらを向く。

　ボクは立ち上がった勢いでそのまま少し離れると、振り返って笑え顔がおを見せた。

「あはは」

「……!?」

　赤面したまま顔を押さえている先生。

　ボクはこちらに抗議の声をあげる先生の言葉を遮って、手を振って告げた。




「先生、またね！」




　もう一度満開の桜を見る事は出来ないだろう。

　それでも、ボクには10年後のタイムカプセルがある。

　先生への手紙には、先生の事が好きだということと、ボクが居なくなってしまったら、最近は先生のことばかり書いてて恥ずかしいけど、日記と、それからこの携帯電話を預かって欲しいと、そう書いた。




　タイムカプセルの中には、携帯電話の充電ケーブル。

　それから、便りを二つ。




　10年後の先生へ。

　この充電ケーブルで、携帯電話の電源を入れてください。

　きっと、今のボクと──。




　天気予報では、明日から雨。

　一週間近く降り続くのだそうだ。

　きっと桜の花びらは、一晩にして、すべて流されてしまうだろう。




　でもきっと大丈夫。

　来年も、再来年も、また桜は咲くはずだから。





　CASE 3：ひたすらに前向きな少女／シズク

　条件：未来を知りたい

　結果：BLANK

　実験を継続（Y/N）













【警告】革命性：オウサマ伝染病.exeがインストールされています。

［[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　　］80%　日常のアンインストール中…　残り時間　33.6時間

　インストール先　雨宿り街.exe





『社会に不満を抱えていた青年は

　オウサマになって世界を変えたいと願いました

　そして、それは──』





　世界が平和にならないのはなぜなんでしょう？




　アナタ達たちの世界は、本当に争いが多いですね。

　いつの時代も、革命が起き、その度に方針が変わっていった。

　なぜ、みんなが幸せになる方法は、こんなに長い時間がかかっても、発見されないのでしょうかね？




　……答えは、分かってますよね。

　でも、いつだってこう思うはずです。

　自分が偉い人になったら、この世界を変えてみせるのに……って。




　これから見ていただくお話は、そんな偉い人になりたいと願った青年のお話です。

　彼は、自分の理想のオウサマになれたのでしょうか。

　それとも……？




　あ、そうそう、最近ウイルスが流は行やっているそうなので、お気をつけて──。




【XX:XX】就活生だけど詰んだかもしれない





１　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　就職決まらなすぎ

　　　就職率上がったとか嘘うそだろ







２　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　とニートが申しております







３　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　オレも決まってない

　　　マジでやばい







４　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　>>２

　　　このままじゃマジになる




　　　>>３

　　　というかどうやっても受かる気がしないんだが







５　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　>>１

　　　スペックがわからん

　　　希望職種とかあんの？







６　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　>>５

　　　都内のそれなりのランクの大学生

　　　職種は狭めずなんでも受けてる感じで、もうどうすればいいかわからん




　　　正直、国のせいだろ







７　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　オレもやばい







８　名前：以下、●●でお送りします 20XX/XX/XX(日) 00:XX:XX.XX ID:XXXXXXXXX




　　　オレも




　　　＊






　着慣れないスーツの裾すそが、雨に濡ぬれる。

　ボクは大きく溜ため息を吐つき、巨大なビルを後にした。




　就職活動はまったくといっていいほど、上う手まく行っていなかった。

　一体どうやったら仕事につけるのかわからない、それくらい、途方もなく高いハードルに感じられた。




　将来の自分の姿なんて、そんなにはっきりと決まっているものなのだろうか？

　ほとんどの企業がエントリーシートで落とされる。

　ようやく通った企業も、そこから最終面接までのハードルはいくつもあるのだ。

　集団面接では自分以外のみんなが輝いて見えるし、面接官の大人は全員がボクの事を見下しているように感じた。




　別に高望みしているわけでもない。

　それに、そこまで悪い大学でもないはず。

　確かに在学中はこれといって将来のことを考えず、普通に遊んできた。

　でも、それって普通だろ？

　たしかに自分は一握りのエリートになれるほどの実力はないって分かってる。

　けど、極端に悪い部分があるとも思えなかった。




　別になんの目的もオチもなく書き込んだネットの掲示板でも複数人が同じような意見を書いていた。




　だから結局のところ悪いのは、ボクじゃない。

　不景気が悪いんだ。

　そして、この国が悪いんだ。




「もしもボクがこの国で一番偉い人にでもなったら、きっといい国にしてみせるのになぁ……！」

　煮え切らない独り言は空中分解して二酸化炭素になった。




　家に帰り、買ってきたカップラーメンを食べながらお酒を飲む。

　本当はもっと贅ぜい沢たくもしたいし、思う存分にお酒だって飲みたい。

　でも、今はそんな気分になれなかった。

　子供染みた妄もう言げんを口に出したあと、ベッドに横になる。

　スーツのパンツがしわになっちゃうなと思いながらも、そのまま意識を放ほうりなげたのだった。





　　　＊






　夜中、ボクは夢か現実か分からない映像を見た。




　ガタガタと揺れる音が、定期的に身体に響く。

　人影の無い車両の中には、無機質な踏切警報機の音だけが響いている。

　──どうやらここは電車の中のようだ。




　不意に振り向くと、先程まで誰もいなかった場所に赤いマフラーをした少年が座っていた。




「……ケビョウ……」




　え？

　なにを言っているんだ……？




　これ以上ここに居てはいけない気がして、なんとか起き上がろうと手を伸ばすも、脳の信号とはまったく別で、身体からだが動かない。

　これは、夢？

　もしも夢なら早く、早く──。





　　　＊






「は！」




　飛び跳ねるようにしてベッドから起きる。

　随分と変な夢を見ていたような気がするが、さらさらの砂が指から抜け落ちるように、すぐに思い出せなくなる。




「へんな夢だ……」




　そう呟つぶやきながら、髪をかきあげようとしたところで、妙な違和感に気が付いた。

　違和感のする方を振り向いてみると、狭いワンルームの中に、一人の中年男性が立っていた。




「！」

「ああ、やっと起きましたか、オウサマ」

「だ、誰だ……！」

「わたくし、本日からオウサマ秘書官を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。基本的な事柄はもちろんのこと、お車の運転から様々なことを手伝わせていただきます」

「……は？」




　そういって深々とお辞儀をする男性。

「アナタ様は、本日より、この国のトップとなりました。基本的に国の方針の最終決定権を持ち、また、政治などすべての事柄を司つかさどっていただくことになります」

「まさか、何を言って……」

「テレビをつけてご覧にいれましょう」

　朝のニュースでは大々的にボクの顔写真が映されていた。




【政権交代。これより先の政治手腕に期待と不安】




　どのチャンネルを回しても、ほとんどの局でボクのことを説明している。

　まさか、昨日の……。




　秘書官を名乗る男性は、見たことのない通帳を取り出してこちらに手渡してきた。

「こちら、国家予算として約１００兆のお金が入っております」

「１００兆!?」

「はい、同時に、現在国が抱えている借金が１２００兆以上になりますので、こちらもオウサマの資産となります」

「は、はあ!?」

「とりあえずまずは、官邸に向かい、今後の事をご相談出来れば。さっそくオウサマには面会や会議のお願いが山のように来ておりますので」




　ボクはまだ夢なのでは？　と思っていたが、夢なら夢で、とりあえず信じてみることにして彼の後ろについていく。

　迎えの車が来ているというので、一体どんな高級車なのかと期待をして外に出てみると、そこにはごく一般的なハイブリッドカーが用意されていた。




「最近は何かとうるさいものですから、自然保護団体からも言われかねませんからね」

　とのことだった。

　高級料亭に行けばそれが週刊誌に取り上げられ、高級弁当でも食べてようものならＳＮＳで拡散されてしまう。とにかくいろいろなことがうるさいですから、お気をつけください、とのことだった。




　正直、国家予算を聞いた時、百万くらいはくすねてもバレないんじゃないかなんて思ったが、どうやらそうも行かないようだ。

　でも、別に贅ぜい沢たく三ざん昧まいがしたかったわけじゃない。

　もともと、自分がもしも偉い人になったらと考えたのは、弱い立場の人間に対して国をもっと良く優しくできる！　と思ったからだ。

　少しだけ、イメージとは違ったが、しわになったスーツを着て改めて「この国をよい国にしよう！」と決意するのだった。





　　　＊






　それからしばらくの間は、ボクのやることなすこと、すべてに文句をつけられる日々だった。




　マンガ雑誌でも買おうものなら、オウサマの癖に娯楽を楽しんでいる場合かと怒られる。

　高い食事を食べたら怒られると思い、ファストフードに入れば、庶民的だというアピールかと言われる。

　自分の顔写真はコラージュ素材にされ、遊び尽くされたし、アスキーアートだってすっかり出来てしまった。




　オウサマになったらちゃちゃっと国を良くして、あとはそれなりにお金もたくさんもらって、各国の美女を彼女になんかしちゃって、煩ぼん悩のうのままに甘い汁すっちゃったりなんて出来ると思ってたのに、まったくの見当違い。




　それどころか、いかがわしいサービスのお店はもちろん、そういうビデオや本なんて借りたり買ったりしようものなら、女性団体から糾弾されかねないから、股こ間かんすら押さえつつ、我慢の日々が続いていく。





　　　＊






　数日が経たっても、自分がオウサマであるということも、国に対してみんなが不満を持っていることも変わらない。




　○○税はすぐに撤廃しろ！

　議員の給料は全すべてカットしろ！




　国民のために働いているにもかかわらず、好き勝手言いたい放題だった。

　でも、これって前までのボクもそうだったと思い、以前のボクも、特に根拠もなく考えもなく言っていたことだから、気にしちゃダメだと思うことにした。




　とにかく、毎日必死で勉強して、いろいろな有識者の意見を聞いて、頑張って頑張って、国のために、良いオウサマになろうと努力した。

　これくらい頑張ったのは、人生で初めてだったかもしれない。




　それでも、国をどうしたらいいのかは、分からなかった。

　ボクが革命を起こす！

　そう思っていた頃と違い、今ではすっかり批難されないことをするように努め、行き場の無い不満を自分の無力さとして感じる日々だった。




　誰かにとってメリットがあるようにすると、他の誰かにとってデメリットになることがある。たとえば何か自然災害が起きたら、それを復興するためにお金を使わなきゃいけない、けどそのお金を出すために税金を上げると、それによって怒る人もいる。




　ボクがこれまでなにも分かっていなかったことが、いろいろと分かるようになってはじめて、どうしようもない、オウサマとしてした〝何か〟は揚げ足を取られ、ただ人々から叩たたかれるだけのサンドバッグの役割しかないんだということを思い知る。

　どうせこうやって何をやっても注目を集めるんだったら、まだちやほやされるアイドルの方がよかった、なんて思ったりしたこともある。




　それでもなんとか頑張ろう、なんとか頑張ろうと思っていたが、非公開にしていたはずのＳＮＳの裏アカウントもバレたりして、マスメディアでは日々ボクのバッシングの嵐あらし。

　就職活動に失敗しまくっていたことも報道され、怒ど号ごうと嘲ちよう笑しようの渦巻くなか、ついにボクの我慢は限界を突破した。




　国民みんながそんなに好き勝手にしたいのなら、すればいい！

　世論だって倫理だって関係ない！

　ボクももう好きにさせてもらう！




　ボクは秘書官に言って、とにかく贅ぜい沢たくなご飯を用意させ、色々な人と夜通しお酒を飲んでは、これでもかと言わんばかりに僕のボクと共に暴れ回った。

　マスメディアはますますボクのバッシングを強めたが、そんなこと気にしない。

　ボクはボクの好きな事を言って、好きに振る舞う。

　それは、国民みんなと同じことだ！

　国民と同じように接しているだけで、何が悪いんだ？

　いや、悪くないはずだ。

　どうだ！　せいせいした！

　これが君たち国民がしたかったことだろう？

　好き勝手ばっかり言いやがって！

　そんなに好きにしたいなら、すればいい！

　警察も廃止！

　税金も廃止！

　憲法も改かい定ていしてやる！




　好き勝手な振る舞いは、まるでウイルスのように国民全体に、蔓まん延えんしていった。

　一部の人間にはボクと同じく願いが叶かなうものまで出始めたそうだ。

　それを秘密裏に研究しているなんとかという団体から報告書まで届いた。




　ポイッ





　　　＊






　国の状況はものすごいスピードで最悪になった。

　お金欲しさにお金を刷りまくったあげく、お金の価値はほとんどなくなり、犯罪も増え、秩序は失われた。




　もともとはボクはこの国を良くするためにどうしたらいいか考えただけだったのに。

　その願いはいよいよ叶えられることはなくなってしまったのだった。




　まるで世界の終わりの風景のようになったこの国を見ながら、ボクは思う。




「すべてが、白はく昼ちゆう夢むだったらよかった。こんな世界になってしまった以上、リセットするしかない。こんなボクの世界、終わってしまえばいいのに」




　と。

　その時、ドアを開けて部へ屋やの中に一人の男性が入ってきた。

　それは、オウサマ秘書官の彼だった。




「やあ、もうどうしようもなくなってしまったよ」

「そのようですね」

「キミも、もう、これ以上ボクに仕える必要はない、好きにしておくれよ」

「……そうですか、それは残念でございますが、了解いたしました」




　彼は、ジャケットの裏のポケットから小さい、まるで玩具おもちやのような銃を取り出すと、ボクの頭にそれを突きつけた。




「これで、ようやく夢から醒さめることが出来る」

「夢から醒めても、また夢の中かもしれませんが」




　ああ、それはまた悪夢のような話だな。そう思いながら、ボクは目を瞑つぶった。




　乾いた音と、少しだけ熱さを感じたと思ったら、世界がホワイトアウトした。

　降り続いている雨の音が大きくなり、まるで電子的なノイズ音のように聞こえてくる。




　とにもかくにも、「こんな世界終わってしまえばいい」という、彼の願いは、またしても○○○○のおかげで叶かなえられることになった。




　それは、彼の願いだったか、それとも他の誰かの願いだったのかは、わかるよしも無いが……。





　CASE 5：社会に不満を抱えていた青年／キョウタ

　条件：オウサマになる

　結果：BLANK

　実験を継続（Y/N）













【警告】嘘うそつきピーターパン.exeがインストールされています。

［[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　］90%　日常のアンインストール中…　残り時間　16.8時間

　インストール先　雨宿り街.exe





『ある事を忘れたくない青年は

　記憶を残したいと願いました

　そして、それは──』





　アナタは、10年前、何をしていましたか？

　それなら一週間前の夕食は？

　よっぽどのことが無い限りそんなこと、記憶していないですよね。

　まして、それが子供のころのことであれば、なおさらです。




　とにかく、記憶や思い出というものは、儚はかないものですね。




　絶対に忘れないと思っていた事でも、いつか忘れてしまう。

　写真を撮ったって、動画に残したって、インターネットに記録を残したって……。

　絶対に忘れない、なんてことはどうしたって無理なことなんです。




　これから見ていただくお話は、これまでとは少し趣向の違ったお話かもしれません。とある記憶を、ずっと残したいと思った青年のお話です。

　確かに、彼の願いは叶かなえられることになります。

　でも、アナタは、このお話を、どう思いますか？

　幸せな忘却。それは……。




　TO:●●先生

　先日授業で軽く話されていたことについて




　●●先生




　お忙しいところ申し訳ございません。

　先生の授業に出ているものです。

　もし可能でしたら、先日先生が授業で話されていた「記憶」の件について

　もう少し詳しいお話を聞かせていただくことは出来ませんでしょうか？

　僕にはどうしても忘れたくない思い出があるのですが

　先日のお話を聞いて、少し不安に思ってしまいました。

　突然のメールで大変恐縮です。

　もしよければ、どうぞよろしくお願いいたします。




　××××







　TO:××××くん

　Re:先日授業で軽く話されていたことについて




　××××くん




　メール受け取りました。

　雑談レベルの話だったので驚いています。

　基本的に木曜日の午後は研究室に居ます。

　なにか個別の質問があれば、そちらで伺います。

　ただ、専門ではないのであまり力にはなれないかもしれません。

　それでもよければ。




　●●





　　　＊






　もうしばらくの時間が経たっていた。

　一番奥の椅い子すは空いたまま。

　机の上に置かれた大好物のショートケーキは、所しよ在ざい無なげにポツリと待ちぼうけている。




「また、寝坊かな」

　友達の一人がそう言った。

「ねぼすけさんだからね」

「もしかしたら恥ずかしがってるのかも」

　そんなことを笑いながら言い合っている。

　早くおめでとうが伝えたくて。

　その時は、まだ……。




　でも、お母さんが電話に出てから何かが違うことに気がついた。

　お母さんは口元を手で押さえ、「はい、はい」と呟つぶやいている。




「それではお待ちしています」




　とお母さんが言ってから、少しして、友達のお母さんたちがウチにやってきた。

　それでも、あの子はやってこなかった。




　みんなが帰ってから、お母さんは僕のことを抱きしめて、泣いた。

　何を言っているのか、良く分からなかったが、僕はただ、せっかく作ったプレゼントが台無しになっちゃったんだなあ……ということだけは理解していた。




　目隠し鬼さん手の鳴る方へ。




　テレビからは、誕生日には似つかわしくない、

　あの物悲しい唄うたが流れていた。





　　　＊






　大学のキャンパスへと向かうスロープを歩く。

　左手には講堂があり、その横には大きな大きな銀杏いちようの木があった。

　葉はすっかりと黄色く染まり、辺り一面の道にカーペットを敷いていた。




　色素の薄くて細い髪は、光に透けるとこんな色になっていた。

　そんなことを思い、物悲しいメロディを心の中で口ずさむ。




　もうすぐ、あの子の誕生日が来る頃だった。

　それは、一年に一度の大事な日だった。





　　　＊






　大学の授業は、それなりに楽しい。

　高校の時には学べないことなんかも教えてくれる。

　でも、文系の学部の僕にとって、授業は単位を取る以上の熱意は持てないものだった。

　適当に卒業しつつ、適当にいい企業に入って、適当に暮らせれば、それで適当に幸せだろう、そんなふうに思っていた。




　その日の授業も百人単位の大教室でのものだったので、話半分に携帯電話をいじりながら授業を聞いていた。




　しかし、どういった流れからだったかは覚えていないが、話が人間の「記憶」の曖あい昧まいさという話になってきた。

　僕は、興味がある内容だったので、意識を教壇の方に集中する。




　そして、僕はその日の授業の後、すぐに教授へとメールを送るのだった。

　こんなことは初めてだった。

　僕は、その時の話があまりにも衝撃的で、いてもたってもいられなくなってしまったのだった。





　　　＊






　木曜日。

　僕は午後になるとすぐに、教授の研究室へと向かった。




「失礼します」

「はい」

　中から返事がしたので、扉を開ける。

　そこは、だいたい五畳くらいの大きさの小こ部べ屋やだった。

　部屋の中には大きな本棚があり、大量の本と机の上に無む造ぞう作さに置かれた書類がその大半の面積を占めていた。

　申し訳程度に来客用の椅い子すがあり、僕はそこに座るように促された。




「メールの件だよね」

「はい」




　先生は、自分の机の所に座ったまま、こちらを向いて続けた。




「先生がおっしゃられていたことが気になって」

「つまり、それは記憶のこと……」

「はい……」




　先生が授業で話していた内容は、簡単にいうとこういうものだった。

　観測された事実は、「記憶」として脳の中にアーカイブされる。

　その時、事実そのものを「記憶」するわけではなく、インデックスを立て、それに伴って必要な際に思い出そうとして、「記憶」を「再構築」するのだと。




　つまり、厳密にいうと、最初に客観的事実として起こった、もしくは感じたものは、一度分解され、毎回別ものとして生まれ変わっているのだと。

　そしてそこにはノイズが混じり、何度も何度も再生したテープのように、変化していってしまうのだという。




「記憶は、思い出す度に、変化するって、本当なんですか？」

「そうだね、それはそう考えて間違いないと思う」

「そうなんだ……」

「そもそもね、観測した時点で脳はいろいろな情報を整理しているらしいんだ。集中して見ていなかった部分を視覚としては認識しているけど、軽度に保存したり、いろいろとね」

「なるほど……」

「例えば、この五畳半の部へ屋やだって、子供のころの五畳半と見え方は変わっている。小さいころは大きい部屋だって思っていたかもしれない、そういうたしかな感覚はね、次第に変わってしまうのはしょうがないかもしれないね。もちろん、部屋が汚いってこともあるんだけどさ」




　先生はそう言って少しだけ笑った。

　しかし、僕は、最初の勢いはどこへやら、すっかり押し黙ってしまった。

　昔、一緒に遊んだ、広い五畳半のことを思い出して、またしても言葉にできない不安を感じてしまっているのだった。




「キミには忘れたくない、思い出があるってことだったよね？」

「……はい」

「確かに形は変わるかもしれないが、でも思い出すこと自体が悪いわけじゃないよ」

「でも……！　記憶が自分のいいように変わってしまうのが……なにか嫌で……」

「それもわからなくはないけどね」

「だったら、思い出すことが出来なくなってしまうかもだけど、純粋なまま、記憶を閉じ込めておくほうが、いいんじゃないかって思えてしまって……」




　僕は、何を話しているのか分からなくなってきてしまっていた。

　自分は、あの子のことを忘れたくなんか無い。

　でも、思い出すことで、本物じゃない記憶に変わってしまうのなら、思い出さない方がいいのかもしれない。




「それでも、きっと些さ細さいなことで思い出す。人間というのはそういうものだし、それでいいと思うしか、ないと思うよ」

「……はい」




　先生は、その後、いろいろな話をしてくれたが、僕は話半分程度にしか聞く事が出来なかった。先生は、心配してなのか、記憶を思い出させなくする方法などはないんだよと、教えてくれた。

　ふとしたことで、いつでも思い出してしまう。

　でもそれでいいじゃないか。と何度も言ってくれた。




　僕は、研究室を後にすると、自分の周りにあるものが、どれだけあの子との記憶を汚けがしてしまっているものなのかと、不安で不安で仕方なくなってしまった。




　馬鹿げた願いかもしれないけれど、確信に近いものを感じていた。




　僕にとって、あの子と過ごした日々は、なににも代かえ難がたいもので。

　勝手にいじっていいものじゃない。




　だから、神様、もしいるのなら、お願いします……。

　と。





　　　＊






　そして、神様はその願いを叶かなえた。

　思い出をほどかないように。

　そっと大事に、しまっておけるように。




　彼の記憶から、すべて、親友の記憶をなくしてしまったのだった。




　もうすぐ、親友の命日で、そして、誕生日がやってくる。

　彼にとって、これまで一年で一番大事な一日だった。

　でも、彼は選択した。

　大事な思い出は、自分が死んでしまうまで、なるべくそのままの形でしまっておこうと。





　　　＊






「神様お願いします。僕が死ぬまで、あの子の記憶を思い出さないようにしてください」




　ねぼすけなあの子のことを、しばらくのあいだ眠らせてあげよう。

　だからおやすみ。





　　　＊






　銀杏いちようの葉が風に舞う。

「ショートケーキでも買って食べようかな」

　彼は、あの唄を口ずさみながら、今日は何も予定がない、と思うのだった。





　CASE 6：ある事を忘れたくない青年／ユズ

　条件：思い出を忘れる

　結果：BLANK

　実験を継続（Y/N）













「じゃあ、今日きようは世界が寿命を迎える一日前の話をしようか」





　７日目。

　僕たちの世界から、嘘うそが消えた。

　そして、すべての人間が、休日を迎えた。




　これまでなんとか頑張っていた一部の人たちも、いよいよ明日が世界最後の日だと分かり、いろいろなことを放棄してしまった。




　世界は混こん沌とんを極める。

　建前や嘘がなくなっただけで、世界はこんなにも変わってしまうんだと分かった。

　至る所で叫び声や泣なき喚わめく声があがる。

　気きが狂ふれた老婆が祈る者は救われると叫ぶ。




　誰もが次の日が来ますように、と願った。

　誰もが無慈悲な滅亡を恨うらんだ。




　そして、世界最後の夕焼け空は、雨が上がり、虹にじが見えた。

　宝物のような輝きと共に、狂気のような美しさを感じた。

　今日きようが世界最後の誕生日だとしたら、これが最後のプレゼントなんだ。




　泣きながらその夕ゆう陽ひを眺める少女達たち。

　子供のように泣き叫ぶ老人。




　夜がやってくると、さらにその絶望感は高まっていった。

　誰もが眠る事なく、終わりの瞬間をただ恐れながら震えていた。




　しかし、何時間が経たっても、一向に、世界の破滅は訪れなかった。





　　　＊






　そして平然と朝が来た。

　終わらなかった世界は、誰もが祈った通り。




　でも、世界の全すべての嘘うそは、なくなってしまった。

　サラリーマンは、何事も無かったかのように、無機質な表情でスーツに着替えると駅に向かった。




「おはよう」




　今日も辛つらい、憂ゆう鬱うつな月曜日が始まる。










　プロジェクターの映像には、エンドロールすら無く、このシーンのまま止まっている。













　雨の降るどこかの街で、とある少年が本を閉じる。








　……やあ、またお会いしましたね。




　いかがでしたでしょうか？

　嘘うそつきのリピカが拾った、少しだけ変わったお話。




　え？

　こんなに良く出来た偶然があるはずがないって？




　それはそうかもしれませんね。

　でも、こうも考えられませんか？

　これは、誰かが求めたお話なのかも。




　偶然ではなくて、必然。

　人類をリセットするためには必要なプロセスだったのかも。




　そんな必然を求めたのは一体誰なのでしょう？

　僕たちよりも、ずっと、ずっと上の存在？

　もしかしたら、この世界そのものが、箱庭……プレゼンテーション資料だったりしたのかも、しれませんね。

　ワールド……ノーマライズ計画？




　まあ、そんなこと、この本を眺めているアナタにはどうでもいいこと。




　……おっと、そろそろページ数も少なくなってきましたね。

　今回はこの辺で、それでは、この先はまた次にお話しいたしましょう。




　──如月きさらぎ駅で、お待ちしています。





あとがき







　あとがき、寄せ書き、お品書き、縦書き、横書き、世の中には色々書くものがあります。

　なんとボクのあとがきもこれが五回目。

　月日が経たつのは早いもので、一生懸命本文との差別化を計る為ため、お祭りのような雰囲気を目指しておもしろおかしく書き綴っていたつもりでしたが、今読み返すととんでもない黒歴史です。これぞ、後の祭り。

　毎回そんな様な事を言っている気がしますが、思い返す度にタコも裸足はだしで逃げ出す赤面っぷりです。

　さてさて。そんな思い出話が先行してしまいましたが、『世界寿命と最初の七日間─雨宿り街短編集─』を手に取っていただきありがとうございます。

　初の短編集如何いかがだったでしょうか？




　私事ですが、２０１５年の２月４日にこれまた自身初のファーストメジャーアルバムを出させていただき（宣伝顔）、ほぼ全すべてのお話がそのアルバム楽曲から本の世界に飛び出した形となり、文章を書くにあたって過去に自分が綴った作品プロットを久しぶりに読み返しました。

　それはもうプロットじゃないだろうというものから、ほとんど手を付けずに生まれたままの姿で編集さんにお渡ししたお話までバラエティーに富んだ子供達でしたが、一点不思議な癖を見つけました。

　──それは、プロットを書いている日に遭遇した自分的事件を載せているということです（何も無かった日はだいたい晩ご飯の献立が書いてあります）。

　まさかそこを広げるのかという突っ込みの声が聞こえて来た気がするのですが、そのまさか。せっかくいただいたページですので今回はそんな自分に起きた小さな事件の一つを簡単にではありますが書かせていただきます。




　記憶に新しい「革命性：オウサマ伝染病」の制作をしていた日。世間が慌ただしく年末雰囲気を漂わしクリスマスへのカウントダウンが始まった頃。ボクは相も変わらずと仕事から帰宅してそのまま作業部屋ＰＣ前に居ました。当時はまだ煙草タバコを吸っていたので、休憩がてら換気扇の前で煙を燻くゆらせていたのですが、何かがおかしいことに気がつきました。辺りを二、三度見渡しますが、携帯が無いのです。

　それもリンゴ三人衆のアイドル５Ｃちゃん（あ、上記の通り自分は携帯を合計で仕事用〈社外〉の６、仕事用〈社内〉の６ＰＬＵＳ、個人用の５Ｃちゃんと三つ持ち歩いております）。

　それでも焦りは禁物。今はＧＰＳを利用して所在地が分かる機能があります。そっと二本目の煙草に火をつけながら捜索アプリをオンにしました。

　──アイドルプリンセスレモン（５Ｃの登録名です。黄色）は神奈川県にあります。

　!?　神奈川県!?　勤める会社は都内で公共交通機関を利用せず歩いて十五分の場所に構えており、神奈川県に縁もゆかりもありません。

　完全に気が動転していたボクは、急いで上司に社用携帯で電話をしました。いつも寝ているか、音楽を聴いているか、お菓子を頬ほお張ばっているかしかしていないボクの血相を変えた電話は十分なエマージェンシーを醸し出していた様で、親身に話を聞いてくれました。そして、社内の廃棄資料中に紛れ込んでしまったという一つの可能性を炙あぶり出したのです。

　いつも、忘れずに目覚まし音を鳴らしてくれた５Ｃちゃん。うっかりフリーズしちゃう事もあるけど、愛あい嬌きようのあるいい子でした。言い表せない絶望的な状況に潤んだ目を拭ぬぐい上司にお礼を言うと、検索機能の一つであるメッセージを送りました。

「携帯を探しています。見つけた方はＸＸＸの番号までお電話をください」のテンプレートの後にありがとうと添えて。

　結局の所、鞄かばんを間違えて課長がお嫁さんとデートで神奈川県まで行っただけで、ボクが騒ぎ立てた上に別れのメッセージを目にされるという恥の上塗りでした。

　プロットには「課長許さない」と記してある嘘うそみたいな実話。

　なんて盛大な与太話です。




　雨の止やまない不思議な街。そんな街で注ぎ続ける不思議な話。

　そもそも、偉そうに話すタバコの少年は誰なのでしょうか。

　お気づきの方もいらっしゃるかと思いますが、全すべてのお話が繋つながりを持っています。

　そう、これは小さな街の、大きな世界の地図に過ぎないのです。

　さて、傍観者のボクから一つヒントを。

「本当に七日間のあいだ、雨は降り続いたのでしょうか？」

　そして、もう一度。全てのお話は繋がっています。諄くどいようですが、〝全てが全て〟です。その古ぼけた本もね。

　それではまた。









　著者

　スズム

　　Ｑ．好きなＭＯＴＨＥＲ　→２

　　Ｑ．好きなｉＰｈｏｎｅ　→５Ｃ

　　Ｑ．好きな球児　→藤川

　　Ｑ．好きなフォーム　→洗顔

　　Ｑ．好きな指　→原

　　・一言自己紹介　→兄はスティーブ・ジョブズ氏の本を愛読しておりますが、先日帰省したらノージョブズになっておりました。




　イラストレーター

　くろのくろ

　　Ｑ．好きな食べ物　→フード

　　Ｑ．好きな色　→カラー

　　Ｑ．好きな動物　→アニマル

　　Ｑ．好きな季節　→フユ

　　Ｑ．好きな指　→フィンガー

　　・一言自己紹介　→ゴリラ
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